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１.安全にお使いいただくために 

安全にご使用いただくために、計器には警告ラベルによる注意喚起と、取扱説明書には以下の方法

で注意メッセージが記載されています。メッセージ内容をご理解の上、安全にお使い下さい。 

 

１－１ 注意メッセージ 

電源端子台にはＡＣ85Ｖ～ＡＣ132Ｖが印加されています。 

配線チェック時は、感電の恐れがありますので外部の元電源を切って

下さい。 

 

１－２ 警告表示 

 
注 意 *点検時は必ず、外部の元電源を切って下さい。 

 

 
警  告 *電源端子台、スイッチ類等の電気部品は感電の恐れがあります。 

･点検時は必ず電源を遮断して行って下さい。 

また、濡れ手での作業は危険です。 
 

感電注意 

 

●シグナル用語の意味は次のとおりです。 

警告（ＷＡＲＮＩＮＧ）潜在的に危険な状況で回避しない場合には、死亡もしくは重症を負うこ

とになりうることを意味します。 

注意（ＣＡＵＴＩＯＮ）潜在的に危険な状況で回避しない場合には、軽いもしくは中程度の損傷

を追うことになりうることを意味します。 

 また、安全でない行動に対する警告にも使用します。 
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２.全般事項 

２－１ はじめに 

この取扱説明書は、ジルコニア式Ｏ２分析計用「ＤＧＯ－２０１型受信器」の設置方法・運転方法・

点検方法を説明したものであります。設置前に本取扱説明をご覧になり内容を充分理解して頂い

た上でご使用をお願い致します。 

尚、本取扱説明書では、一部仕様の異なる複数の内容が記載されています。 

従って、ご使用にならない部分についての説明も出てきますので、そのことをご承知のうえご参

照願います。 

又、ジルコニア式Ｏ２分析計発信器につきましては、各型式の取扱説明書をご覧頂きます様、お願

い致します。 

 

２－２ 製品保証 

(1) 期 間：完成図書の記載による。 

完成図書のない場合は納入後１年とする。 

(2) 条 件：貴社への納入後、試運転調整までの期間適正な保管、据付が行われるものとして、上

記保障期間中に適正な使用方法を行っていただいたにもかかわらず、当社の責に帰す

べき設計、製作または材質の不備に起因する故障または異常を生じた場合には、納入

品を無償で取替、または改修を行うものとする。なお、適正な使用方法として、 

① 仕様書および取扱説明書に記載された使用条件、設置条件を満足する事。 

② 定期的な分析計の校正および消耗品（発信器含）の交換が行われる事。 

③ 分析装置稼動状況の確認および保守が行われる事。 

（注）消耗品および消耗品的部品は保証外とする。 

(3) 範 囲：保証範囲は当社納入品に限るもとのする。 

当社納入品の故障に起因する付随的損害（当社納入品を使用して制御あるいは、記録

された結果に対する損失・逸失利益等、当社納入品が設定される装置の損失・逸失利

益等）については、保証しません。 
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２－４ 使用上の注意 

ジルコニアＯ２分析計用「ＤＧＯ－２０１型受信器」は、以下のような環境条件でご使用下

さい。 

・ できるだけ直射日光の当たらない場所 

・ 周囲温度が-10～50℃で、温度変化の少ない場所（±10℃以下／1日） 

・ 湿気、粉塵の少ない場所 

・ 機械的振動の少ない場所 

・ 電磁界の影響の少ない場所 

・ 腐食性ガスのない場所 

 

 

 

 

 

２－５ 製品の概要 

ジルコニア式Ｏ２分析計用「ＤＧＯ－２０１型受信器」は、ボイラ・加熱炉等の排ガス中の

酸素を測定することにより、炉内の雰囲気を監視、制御用に使用することを目的としたガス

分析計です。 

次のような優れた機能・性能があります。 

・ 4点までのＯ２測定が可能です。 

・ 自動校正および自動パージ機能設定が可能です。 

・ 機能および異常内容をＬＥＤ表示します。 

・ 平均値演算、除外機能があります。 

・ 出力信号の一次遅れおよびホールド機能があります。 

・ ＷＥＴ／ＤＲＹ演算機能があります。 

・ 各センサ信号の値を表示することが可能です。 

・ 小型・軽量でメンテナンスが容易。 
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２－６ ジルコニア式酸素分析計の原理 

 

ＰＯ２（Ａ）＞ＰＯ２（Ｓ）とすると 

＋  電極：Ｏ２＋４ｅ－Ｏ２－ 

－  電極：２Ｏ－Ｏ２＋４ｅ 

 

 

ジルコニア（ＺｒＯ２）にカルシア（ＣａＯ）、イットリア（Ｙ２Ｏ３）等を加えた立方晶固容体は

高温において酸素イオン（Ｏ－）を伝導する固体電解質となり、この固体電解質に対向する一対の

電極（多孔質）を設け、それぞれの電極に酸素分圧の異なる気体を置くと酸素イオン伝導がおこ

り電極間に次式の起電力が発生します。 

   










（Ａ）ＰＯ

（Ｓ）ＰＯ
ｌｎ

４Ｆ

ＲＴ
Ｅ＝－

２

２  

但し、 Ｅ   ：電極間に発生する起電力（ｍＶ） 

    Ｒ   ：気体定数（８．３１４ Ｊ・ｍｏｌ－１・Ｋ－１） 

    Ｔ   ：固体電解質の絶対温度（通常９２３Ｋ）≒検出部ヒータコントロール温度 

    Ｆ   ：ファラデー定数（９．６４９×１０４Ｃ・ｍｏｌ－１） 

ＰＯ２(A)：基準エア中のＯ２分圧（濃度２１.０ｖｏｌ％） 

ＰＯ２(S)：サンプルガス中のＯ２分圧（濃度表示ｖｏｌ％） 

上記の式に各定数を代入して書き直すと次式が得られます。 

   







−
０．０４９６･Ｔ

Ｅ
ｌｏｇ（１０）　（Ｓ）＝２１．０・ＰＯ２ Anti  

この式において、起電力Ｅを測定することによってサンプル中のＰＯ２が求められます。 

この起電力Ｅは、受信器内の開対数変換回路によって演算され、直読できるＯ２分圧（ｖｏｌ％）

として指示、出力されます。 
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２－７ 各部の名称と機能 

(1) 外観図 
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(2) 計器背面端子台配列

 

電源端子 

ＳＳＲドライブ出力 

ＲＳ４８５バス終端抵抗 

ＯＮ／ＯＦＦスイッチ 

ＲＳ４８５インターフェイス 

Ｆ 

接点入力 

接点出力 

 
 

CN7 

RS485 
CN5 

SSR 
 

CN6 

CN2 

S1 

CJ± 
CELL1± 

K1± 
CELL2± 

K2± 
CELL3± 

K3± 
CELL4± 

K4± 
No.102 出力 OUT1± 

 
No.202 出力 OUT2± 

 
No.302 出力 OUT3± 

 
No.402 出力 OUT4± 

 
平均値出力 OUT5± 

 

RS485 

OUTPUT 
 

FUSE3A 

CN3 

ANALOG 

INPUT 

電源ヒューズ 

ＪＩＳ－ＭＳ－５１ＮＲ３Ａ 

AC100 

CH1 

CH2 

CH3 

CH4 

CH5 
FC 

FC 

FC 

FC 

FC 

FC 
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ＤＧＯ－Ⅲリプレース対応品外観図 

(3) 
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ＤＧＯ－Ⅲリプレース対応品背面端子台配列 

 

2 

4 

1 

3 

6 

8 

5 

7 

10 

12 

9 

11 

14 

16 

13 

15 

18 

20 

17 

19 

22 

24 

21 

23 

26 

28 

25 

27 

 
30 

32 

29 

31 

34 

 

33 

35 

 

  

37 

39 

36 

38 

41 

43 

40 

42 

45 

47 

44 

46 

49 

51 

48 

50 

53 

55 

52 

54 

57 

59 

56 

58 

61 

63 

60 

62 

 
65 

67 

64 

66 

69 

 

68 

70 

 

  

TRG(REM CAL) IN 

FG 

POWER DOWN 

RANGE H 

MAINTE. 

ANN 2 

ANN 4 

CAL SPAN 

CAL 1 

CAL 3 

SSR 1 

SSR 3 

COM 

FG 

FG 

FG 

T 2 T 1 

C.J.  + 
- 

CELL1   + 
- 

K1   + 
- 

CELL2   + 
- 

K2   + 
- 

CELL3   + 
- 

K3   + 
- 

CELL4   + 
- 

K4   + 
- 

FG   
FG      

 
I1   + 

(No.1 O2出力)   - 
 

I2   + 
(No.2 O2出力)   - 

 
I3   + 

(No.3 O2出力)   - 
 

I4   + 
(No.4 O2出力)   - 

 
I5   + 

(平均 O2出力)   - 
 

TRG(CAL END) OUT 

FG 

CPU FAIL 

RANGE L 

ANN 1 

ANN 3 

CAL AIR 

CAL ZERO 

CAL 2 

CAL 4 

SSR 2 

SSR 4 

FG 

FG 

FG 

71 

73 

 

72 

75 

77 

74 

76 

79 

81 

78 

80 

83 
82 

 

T 3 

85 
84 

FG 
86 

 
 

FG 
FG 

U 

V 

 

 

RANGE H(REM.) 

RANGE L(REM.) 

MAINTE.(REM.) 

PRG    (REM.) 

平均除外№1 

平均除外№2 

平均除外№3 

平均除外№4 

POWER 

FUSE 3A 

Ｆ 

JIS-MS-51NR3A 

CAL GND(COM) 
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(4) 各部の機能説明 

 

名  称 機    能 

データディスプレイ 
各測定点のＯ２濃度、平均値Ｏ２濃度、ＰＲＧモード時の設定データ等を

表示します。 

モードディスプレイ 
データディスプレイに表示されている内容および異常発生内容をコード

により表示します。（詳細は、Ｐ１１参照） 

チャンネルディスプレイ 

データディスプレイに表示されるＯ２濃度に対応するセンサ番号および

ＰＲＧモード時のシステムデータのチャンネル番号を表示します。 

（詳細は、Ｐ１１参照） 

平均値演算   ＬＥＤ 平均値演算に含まれるセンサ番号が点灯します。 

ＣＰＵ故障  ＬＥＤ ＣＰＵ関連機能の異常が発生した時点灯します。 

ＡＮＮ     ＬＥＤ No.1～No.4センサ、または受信器内部に異常が検出された時点灯します。 

ＭＥＡＳ．   ＬＥＤ 測定動作中を示します。 

ＭＡＩＮＴＥ． ＬＥＤ 昇温中、校正中およびＭＡＩＮＴＥ.モード選択時、点灯します。 

ＰＲＧ.     ＬＥＤ ＰＲＧモード選択時、点灯します。 

ＲＡＮＧＥ Ｌ ＬＥＤ Ｌｏｗレンジ選択時、点灯します。 

ＲＡＮＧＥ Ｈ ＬＥＤ Ｈｉｇｈレンジ選択時、点灯します。 

ＲＡＮＧＥ Ｒ ＬＥＤ 外部レンジ切替入力使用中に点灯します。 

ＣＡＬ.   Ｋｅｙ ワンプッシュ校正を実施する時使用します。（詳細はＰ２７参照） 

Ｐ     Ｋｅｙ ワンプッシュパージを実施する時使用します。（詳細はＰ３０参照） 

Ｏ２     Ｋｅｙ 個別あるいは平均値Ｏ２濃度を表示させる時使用します。 

ＥＭＦ   Ｋｅｙ No.1～No.4センサの起電力（ＥＭＦ）を表示させる時使用します。 

ＴＥＭＰ  Ｋｅｙ No.1～No.4センサの温度（ＴＥＭＰ）を表示させる時使用します。 

ＣＨ    Ｋｅｙ チャンネル番号をインプットする時使用します。（詳細はＰ３２参照） 

ＲＡＮＧＥ Ｋｅｙ レンジ切替時に使用します。（外部レンジが優先となります。） 

ＤＡＴＡ  Ｋｅｙ データ変更を実施する時使用します。 

ＥＮＴ   Ｋｅｙ データをエントリーする時使用します。 

ＣＬＲ   Ｋｅｙ エラー表示の解除および表示データをクリアする時使用します。 

 Ｋｅｙ 設定値を増／減する時使用します。 

 Ｋｅｙ 設定値の変更桁位置を移動させる時に使用します。 
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(5) ディスプレイ表示コード 

① モード（MODE）ディスプレイ 

２桁の７セグメントＬＥＤにより構成され、コードによりデータディスプレイに表示され

るデータの内容（状態）を示します。 

② チャンネル（CH）ディスプレイ 

２桁の７セグメントＬＥＤにより構成され、コードによりセンサ No.の対応及びＯ２濃度

平均値を示します。 

③ データ（DATA）ディスプレイ 

４桁の 7セグメントＬＥＤにより構成され、平均・個別Ｏ２濃度、エラーコード等を表示

します。 

以下にモードディスプレイ、チャンネルディスプレイに表示されるコードとその意味を示し

ます。 

通常、２つの組合せにより内容が表示されます。 

ＭＯＤＥ表示 コードの意味  ＣＨ表示 コードの意味 

ＨＵ 昇温中  ０１ No.1 ｾﾝｻに対応する。 

０１ Ｏ２濃度表示  ０２ No.2 ｾﾝｻに対応する。 

０２ ｾﾝｻ起電力(EMF)表示  ０３ No.3 ｾﾝｻに対応する。 

０３ ｾﾝｻ温度(TEMP)表示  ０４ No.4 ｾﾝｻに対応する。 

０７ ﾚﾝｼﾞ切替え時 表示  ０Ａ 
平均値 Ｏ２／ｎｾﾝｻに対応する。 

（ｎ：受信器使用ｾﾝｻに対応） 

１０ 手動校正実施時 表示  ００ 
平均値 Ｏ２／全ｾﾝｻに対応する。 

※（マスタ機のみ選択可） 

Ｃ１ エア校正実施中  １から５６ ＰＲＧモードでのチャンネル No. 

Ｃ２ ゼロガス校正実施中  ※複数の受信器を接続して使用する場合、全ｾﾝｻ

の平均がマスタ機設定受信器で可能です。 

 マスタ機：CH.No.９４＝１ 

 他受信器：CH.No.９４＝２～９ 

 ００表示：CH.No.９６＝１：自機の平均 

           ＝２：接続全ｾﾝｻの平均 

           ＝３：接続機平均の平均 

注）DGO-Ⅲリプレース品は自機平均機能のみです。 

  またリプレース品はパージ出力はありません。 

Ｃ３ スパンガス校正実施中  

Ｃ０ 校正リカバリタイム中  

Ｐ１ パージ実施中  

Ｐ２ パージ休止中  

Ｐ０ パージリカバリタイム中  

Ｅ１～Ｅ９ 

Ｅ－ 

異常発生中 

Ｐ４１参照 
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２－８ 製品の一時保管 

製品を一時保管する場合、以下のことに留意して下さい。 

・ 箱の中に製品をスチロール等で保護して保管することが望ましい。 

・ 直射日光の当たらない場所に保管する。 

・ 周囲温度が-10～50℃で温度変化の少ない場所に保管する。 

・ 湿気・粉塵の少ない場所に保管する。 

・ 雨水などが当たらない場所に保管する。 

・ 機械的振動の少ない場所に保管する。 

・ 腐食性ガス、危険ガスのない場所に保管する。 

 

! 

－

５

－ 
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３.設 置 

３－１ 設置条件 

本機器を安全に正しくご使用いただくために本分析計は精密機器であるため、設置場所の 

決定に際して、下記に示す内容を考慮し、できる限りよい条件の場所に設置願います。 

・ 振動の少ない所。（0.1Ｇ以下） 

・ 腐食性ガス（ＳＯ２，Ｈ２Ｓ，etc.） 

・ 高い輻射熱を直接受けない所。 

・ 電磁界の影響の少ない所。 

・ 湿度や粉塵の少ない所。 

・ 電圧変動の少ないこと。 

・ 電源周波数変動の少ないこと。 

・ 周囲温度が-10～50℃の場所（直接日光が当たらない場所）。 

 

 

３－２ 設置方法 

設置時の注意事項 

① 本分析計は精密機器であります。取付に際しては、過大な衝撃、荷重を加えないよう配

慮して下さい。 

② 破損し易いため、取付時にぶつけないよう注意して下さい。 

 

 

３－３ 配線方法 

配線は端子台コネクタにて実施します。 

尚、配線の防塵、防滴処置は、設置工事にて実施願います。 

配線の詳細は、納入図内回路図に従って実施願います。 

 

! 

－

５

－ 

 

! 

－

５

－ 
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配線例（詳細は納入図内回路図をご参照願います） 
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コネクタ配列（詳細は納入図内回路図をご参照願います） 
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４.受信器機能一覧表 

  

項  目 内    容 

平均値演算機能 

各個別Ｏ２濃度を平均演算し、連続して表示、出力します。 

（受信器 2～9台接続時、マスター機のみ全体平均演算を表示出力可能） 

  マスター機 ：CH.No.９４＝１ 

  他受信器  ：CH.NO.９５＝２～９ 

  表示出力機能：CH.No.９６＝１自機平均（他受信器と同じ） 

         CH.No.９６＝２接続全センサの平均 

         CH.No.９６＝３接続機平均の平均 

注）DGO-Ⅲリプレース品は自機平均機能のみです。 

平均値演算除外機能 

個別チャンネルに異常が発生した時、校正中あるいは外部除外入力オ

ンの時対応するチャンネルを自動的に平均演算から除外します。 

また、測定値の最大値・最小値を平均値演算から除外することも可能

です。 

自動校正機能 
設定周期毎に自動的に電磁弁を開閉し、エア,ゼロ,（スパンガス） 

校正を実施します。 

自動パージ機能 
設定周期毎に自動的に電磁弁を開閉し、パージを実施します。 

注）DGO-Ⅲリプレース品はパージ出力ポートがありません。 

一次遅れ演算機能 データ設定により０～９９秒までの一次遅れ演算が可能です。 

出力ホールド機能 

１. ホールド１選択の場合 

異常発生時、対応する個別チャンネルの出力をプリセット１の値で

ホールドします。校正中、対応する個別チャンネルの出力をプリセ

ット２の値でホールドします。 

２. ホールド２選択の場合 

異常発生時対応する個別チャンネルの出力をプリセット１にてホ

ールドします。校正中、対応する個別チャンネルの出力を校正開始

直前のＯ２値でホールドします。 

３. ホールドＯＦＦ選択の場合 

異常発生時、対応する個別チャンネルの出力を異常検知直前のＯ２

値でホールドします。校正中、対応する個別チャンネルが校正ガス

に対応したＯ２値を出力します。 

ＷＥＴ／ＤＲＹ 

演算機能 

ＤＲＹ演算オンの時、排ガス中の水分を補正したＤＲＹ Ｏ２値を演算

し表示し出力します。 

自己診断機能 
自己診断により異常箇所を自動的に検出し、エラー表示と警報接点を

出力します。 

 



 -17- 

 

５.運転操作 

５－１ 起動操作 

起動時の基本的な操作について以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２ 停止操作 

 

 

 

 

 

 

電 源 を 
ＯＮにする 

ＨＵ 
（暖機中） 

温度表示 
（暖機中） 

Ｏ２濃度表示 
（測定開始） 

DATA表示 

MODE表示 

起動操作 

各チャンネルデータ確認（Ｐ33～P40） 

注）通常、メーカ出荷時に各仕様に合わせたデータがあらかじめ

設定されています。 

校正ガス濃度が変わる場合は、設定変更が必要です。 

① 電源ＯＮ 

外部電源スイッチをＯＮにすると、受信器はセンサの暖機の

ためカウントダウンを開始しＭＯＤＥ表示は「ＨＵ」と表示、

検出器ヒータ設定温度に到達した時点で測定状態となる。 

受信器電源及びヒータ電源をＯＦＦにする場合は、発信器内、

センサ部がエア雰囲気であることを確認すること。センサ劣

化の要因になります 

! 

－

５

－ 

 

電 源 を 
ＯＦＦにする 

停止操作 

分析計および受信器の端子部点検、あるいは配線取外し等の

保守を行う場合は、外部の電源（元電源）スイッチをＯＦＦ

にすること。 

 

! 

－

５

－ 

 

受信器の電源スイッチ及びヒータ電源スイッチをＯＦＦする。 
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５－３ キー操作 

(1) 各キーの操作方法 

① ＴＥＭＰキー 

(ＭＥＡＳ・ＭＡＩＮＴＥモード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊システムデータ CH.No.27 での、非選択チャンネルは、DATAディスプレーに“_ _ _ _ _”を表示 

通常表示 

PRGモード 

の時は無効 

ＴＥＭＰ 

MODEディスプレー“０３”表示 

CHディスプレー “０１”表示 

DATAディスプレーCH No.1のセル温度表示 

ＥＮＴ 
△ ▽ 

CH 表示 
＋１ 

CH表示 
－１ 

O2 

EMF 

CAL 

RANGE 

P(PURGE) 

CH 

CLR 

各キー操作の 

初期状態表示 

温度表示チャンネル選択により、選択チャンネルの 

セル温度値をＤＡＴＡディスプレーに表示 

（ＣＨディスプレーの数値を変更 01～04以外設定不可） 

ＥＮＴキーにて、通常表示に戻る。 
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② Ｏ２キー 

(ＭＥＡＳ・ＭＡＩＮＴＥモード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊システムデータ CH.No.27 での、非選択チャンネル及び、外部除外中の異常チャンネルは、 

DATAディスプレーに“_ _ _ _ _”を表示 

Ｏ２表示モードで異常チャンネル選択時は、ＤＡＴＡディスプレーに下図の 

エラー番号を表示。 

（表．１）異常チャンネルのＤＡＴＡディスプレー 

メモリ１異常 全チャンネル     Ｅ－１０ 表示 

メモリ２異常 全チャンネル     Ｅ－１３ 表示 

熱電対異常 異常チャンネルのみ  Ｅ１   表示 

昇温異常 異常チャンネルのみ  Ｅ２   表示 

センサ温度低異常 異常チャンネルのみ  Ｅ３   表示 

センサ温度高異常 異常チャンネルのみ  Ｅ４   表示 

センサ異常 異常チャンネルのみ  Ｅ５   表示 

センサ早期検出異常 異常チャンネルのみ  ＥＡ   表示 

エア校正異常 異常チャンネルのみ  Ｅ６   表示 

ゼロ・スパン校正異常 異常チャンネルのみ  Ｅ７   表示 

パージ異常 異常チャンネルのみ  Ｅ８   表示 

サーミスタ異常 全チャンネルのみ   Ｅ９   表示 

電源断：ディスプレー消灯，CPU異常：？？（予見不可） 

異常内容及びエラー番号については、「P４２」参照 

 

通常表示 

PRGモード 

の時は無効 

Ｏ２ 

MODEディスプレー“０１”表示 ＊通常表示のまま 

CHディスプレー “０Ａ”表示 

DATAディスプレー 平均Ｏ２値表示 

ＥＮＴ 
△ ▽ 

CH 表示 
＋１ 

CH表示 
－１ 

EMF 

TEMP 

CAL 

RANGE 

P(PURGE) 

CH 

CLR 

各キー操作の 

初期状態表示 

Ｏ２表示チャンネル選択により、選択チャンネルの 

Ｏ２値をＤＡＴＡディスプレーに表示 

（ＣＨディスプレーの数値を変更 01～04,0A,00設定可） 

00：マスター機のみ設定可 

ＥＮＴキーにて、通常表示に戻る。 
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③ ＥＭＦキー 

(ＭＥＡＳ・ＭＡＩＮＴＥモード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊システムデータ CH.No.27 での、非選択チャンネルは、DATAディスプレーに“_ _ _ _ _”を表示 

通常表示 

PRGモード 

の時は無効 

ＥＭＦ 

MODEディスプレー“０２”表示 

CHディスプレー “０１”表示 

DATAディスプレーCH No.1の EMF値表示 

ＥＮＴ 
△ ▽ 

CH 表示 
＋１ 

CH表示 
－１ 

O2 

TEMP 

CAL 

RANGE 

P(PURGE) 

CH 

CLR 

各キー操作の 

初期状態表示 

ＥＭＦ表示チャンネル選択により、選択チャンネルの 

ＥＭＦ値をＤＡＴＡディスプレーに表示 

（ＣＨディスプレーの数値を変更 01～04以外設定不可） 

ＥＮＴキーにて、通常表示に戻る。 
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④ ＣＡＬキー 

(ＭＡＩＮＴＥモード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ CH.No.27での、非選択チャンネル及び異常（②表．１に該当する）チャンネル選択はできない。 

＊ 校正中のディスプレー表示は、自動校正の場合も同様。 

校正チャンネル選択 

（ＣＨディスプレーの数値を変更 01～04,0A以外設定不可 0Aのときは、全チャンネル選択） 

ＭＯＤＥディスプレーには、“Ｃ１→Ｃ２→Ｃ３→Ｃ０”の校正状態が表示される。 

通常表示 
MAINTE モードでない、又は校正中,パージ中,昇温中,MFT で、

EEROM（MFT-SW）が ON の時（メーカーキーCH103 事前入力要） 

ＣＡＬ 

MODEディスプレー“１０”表示 

CHディスプレー “０１”表示 

DATAディスプレー“Ｏ２平均値 

ＥＮＴ 
△ ▽ 

CH 表示 
＋１ 

CH表示 
－１ 

O2 

EMF 

TEMP 

RANGE 

P(PURGE) 

CH 

CLR 

各キー操作の 

初期状態表示 

ＥＮＴ 

MODEディスプレー“Ｃ１→Ｃ２→Ｃ３→Ｃ０”表示 

CHディスプレー 校正中チャンネル表示 

DATAディスプレー“校正中 CHのＯ２値表示” 
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⑤ ＲＡＮＧＥキー 

(ＭＡＩＮＴＥモード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ＣＡＬキー（ＭＥＡＳ・ＭＡＩＮＴＥモード） 

(Ｅ１～９,Ｅ－(n)の異常解除，校正，パージ中止操作) 

 

 

 

 

 

 

通常表示 
MAINTE モードでない、又は校正中,パージ中,リモート RANGE 入力中 

ＲＡＮＧＥ 

MODEディスプレー“０７”表示 

CHディスプレー 現レンジ(ＨまたはＬ)表示 

DATAディスプレー“Ｏ２平均値 

△ ▽ 

CH 表示 
H,Lトグル 

CH表示 
H,Lトグル 

O2 

EMF 

TEMP 

CAL 

P(PURGE) 

CH 

CLR 

各キー操作の 

初期状態表示 

ＥＮＴ 

ＣＨディスプレーに表示されているレンジにセット 

ＥＮＴ 

通常表示 ＣＬＲ 
CH   ディスプレー“Ｅｒｒ”を表示 

DATAディスプレー“ＣＬＥＡｒ”を表示 

異常解除，校正中止，パージ中止 
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⑦ Ｐ（ＰＵＲＧＥ）キー 

(ＭＡＩＮＴＥモード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ CH.No.27での、非選択チャンネルは選択はできない。 

＊ パージ中のディスプレー表示は、自動パージの場合も同様。 

＊ ＤＧＯ－Ⅲリプレース対応品にはパージ出力ポートがありませんので、本機能は使用できません。 

パージチャンネル選択 

（ＣＨディスプレーの数値を変更 01～04,0A以外設定不可 0Aのときは、全チャンネル選択） 

ＭＯＤＥディスプレーには、“Ｐ１→Ｐ２→Ｐ０”のパージ状態が表示される。 

通常表示 
MAINTE モードでない、又は校正中,パージ中 

Ｐ 

MODEディスプレー“フランク 

CHディスプレー “０１”表示 

DATAディスプレー“Ｏ２平均値 

ＥＮＴ 
△ ▽ 

CH 表示 
＋１ 

CH表示 
－１ 

O2 

EMF 

TEMP 

CAL 

RANGE 

CH 

CLR 

各キー操作の 

初期状態表示 

ＥＮＴ 

MODEディスプレー“Ｐ１→Ｐ２→Ｐ０”表示 

CHディスプレー パージ中チャンネル表示 

DATAディスプレー“Ｏ２平均値表示” 
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⑧ ＣＨ，ＤＡＴＡキー 

 (ＭＡＩＮＴＥモード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ＭＡＩＮＴＥモードでは、Ｏ２,ＥＭＦ,ＴＥＭＰ,ＣＡＬ,ＲＡＮＧＥ,Ｐ(ＰＵＲＧＥ)キーも有効

で上記いずれの状態でも、他モードへ移行できる。また、編集チャンネル選択モードでは、ＥＮ

Ｔキーにて通常表示へ戻る。 

通常表示 

MAINTE 接点入力が無いときは、CH キー操作無効 

ＣＨ 

MODEディスプレー “ＰＧ”表示 

CH ディスプレー  前回選択の CHNo.表示 

最下位が点滅 

DATAディスプレー 現 CHの値を表示 

▽ △ 

ＣＨ増減 

ＤＡＴＡ ＣＨ 

MAINTE 接点入力があれば 

編集チャンネル選択モードに入る 

DATA の編集はキャンセル 

MODEディスプレー “ＰＧ”表示 

CH ディスプレー  編集 CH表示 

DATAディスプレー CHデータの 

編集値を表示 

（初期は、上位が点滅） 

編集 CH 確定 

編集不可能な

CH を選択の場

合（注１） 

ＥＮＴ ＣＬＲ 

編集 CH データを初期データの

ローエンド値にセット 

データ確定 

ＣＨ桁移動 

設定可能範囲は 0～99 選択された CH の桁が点滅 

ＣＨ 

▽ △ 

ＤＡＴＡ増減 ＤＡＴＡ桁移動 

選択された DATA の桁が点滅 

(注１)編集不可能は CH 

   CH11 以降は編集不可 

MAINTE 接点入力 

解除で戻る 

DATA の編集はキャンセルして、編集 CH 選択モードに戻る 

△
 

▽
 

△
 

▽
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⑨ ＣＨ，ＤＡＴＡキー 

 (ＰＲＧモード) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ ＰＲＧモードでは、上記以外のキー操作は無効とする。 

通常表示 

PRG 接点入力が無いときは、CH キー操作無効 

ＣＨ 

MODEディスプレー “ＰＧ”表示 

CH ディスプレー  前回選択の CHNo.表示 

最下位が点滅 

DATAディスプレー 現 CHの値を表示 

▽ △ 

ＣＨ増減 

ＤＡＴＡ ＣＨ 

PRG 接点入力があれば 

編集チャンネル選択モードに入る 

DATA の編集はキャンセル 

MODEディスプレー “ＰＧ”表示 

CH ディスプレー  編集 CH表示 

DATAディスプレー CHデータの 

編集値を表示 

（初期は、上位が点滅） 

編集 CH 確定 

編集不可能な

CH を選択の場

合（注１） 

ＥＮＴ ＣＬＲ 

編集 CH データを初期データの

ローエンド値にセット 

データ確定 

ＣＨ桁移動 

設定可能範囲は 0～99 

使用不可[MAKER_KEY]=2831 の時、0～299 

選択された CH の桁が点滅 

ＣＨ 

▽ △ 

ＤＡＴＡ増減 ＤＡＴＡ桁移動 

選択された DATA の桁が点滅 

(注１)編集不可能は CH 

   CH61～72，CH81～92 までの範囲は編集不可 

PRG 接点入力 

解除で戻る 

DATA の編集はキャンセルして、編集 CH 選択モードに戻る 

△
 

▽
 

△
 

▽
 



 -26- 

 

(2) レンジ切替え方法 

キー操作によるレンジ切替えの手順を以下に示します。 

本操作はＭＡＩＮＴＥモード時、可能となります。 

ただし外部レンジ切替え使用時、本操作はできません。 

項  目 
ＫＥＹ操作

手  順 

ＤＩＳＰＬＡＹ 
備  考 

ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

レンジＨ→Ｌに切替 
ＲＡＮＧＥ 

△▽ 
０７ 

Ｈ 

Ｌ 
Ｏ２表示 

(注)本操作はＭＡＩＮ

ＴＥモードのみで操作

可能です。 

ＬＥＤがＨ→Ｌ→Ｈに

切替わる 

ＬＥＤのＲ点灯時は外

部切替のみ可能 

レンジＬ→Ｈに切替 
△▽ 

ＥＮＴ 
０７ 

Ｌ 

Ｈ 
Ｏ２表示 

 

(3) Ｏ２濃度表示、センサ起動力(EMF)表示 

センサ温度(TEMP)表示等の切替え方法 

① Ｏ２濃度表示切替え・・・・・・・・・ No.1～No.4 センサの個別Ｏ２濃度表示及び平均

値Ｏ２濃度表示の切替えをする時の操作です。 

② センサ起電力(EMF)表示切替え・・・・ No.1～No.4センサのセンサ起動力(EMF)を表示さ

せる時の操作です。 

③ センサ温度(TEMP)表示切替え・・・・・No.1～No.4センサのセンサ温度を表示させる時の

操作です。 

項  目 
ＫＥＹ操作

手  順 

ＤＩＳＰＬＡＹ 
備  考 

ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

1.個別 O2 濃度表示切

替え 

ex.平均値 O2 濃度表

示からセンサ個別 O2
濃度表示に切替える 

Ｏ２ 

△ 

▽ 

０１ 

０Ａ 

０１ 

０２ 

０３ 

０４ 

平均値Ｏ２表示 

1 ch Ｏ２表示 

2 ch Ｏ２表示 

3 ch Ｏ２表示 

4 ch Ｏ２表示 

ＭＥＡＳ/ＭＡＩＮＴＥ

モードで操作可能。 

ただし昇温・校正・異常

発生中はＭＡＩＮＴＥ

モードで操作可能。 

2.平均値 O2 濃度表示

切替え 

ex.センサ 202 濃度表

示から平均値 O2 濃度

表示に切替える 

Ｏ２ 

△ 

▽ 

０１ 

０２ 

０３ 

０４ 

０Ａ 

（００） 

2 ch Ｏ２表示 

3 ch Ｏ２表示 

4 ch Ｏ２表示 

平均値Ｏ２表示 

（全体平均値） 

同  上 

 

 

 

００：マスター機のみ 

3.センサ起電力表示

切替え 
ＥＭＦ 

△ 

▽ 

０２ 

０１ 

０２ 

０３ 

０４ 

1 ch EMF表示 

2 ch EMF表示 

3 ch EMF表示 

4 ch EMF表示 

同  上 

4.センサ温度表示切

替え 
ＴＥＭＰ 

△ 

▽ 

０３ 

０１ 

０２ 

０３ 

０４ 

1 ch 温度表示 

2 ch 温度表示 

3 ch 温度表示 

4 ch 温度表示 

同  上 
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(4) ガス校正方法 

ガス校正には、手動校正（手動スタート）と自動校正（自動スタート）があります。 

・ 自動校正の場合、タイマにより設定周期毎に自動的に校正が実施されるため初期設定 

（校正周期・ガス濃度）する以外は、一切の操作が不要です。 

・ 手動校正の場合、以下に示すキー操作により自動的に各校正ガスの電磁弁が切り替えられ

校正が実施されます。（本操作は自動校正の周期とは、関係なく実施されます。） 

CH.No.26の設定データが ＯＦＦの時  警報発生あるいは平均除外されているセンサに 

ついては校正がパスされます。 

 

CH.No.26の設定データが  １ の時  警報発生あるいは平均除外されているセンサに 

ついても正常時と同じタイミングで CH.No.27に 

選択したセンサのみ動作する。 

 

CH.No.26の設定データが  ２ の時  警報発生あるいは平均除外されているセンサに 

ついても正常時と同じタイミングで４点動作する。 

（注）校正動作中は全てＭＡＩＮＴＥリレーがオンになります。 

 

受信器構成によるガス校正時の注意事項について 

盤内で「ＤＧＯ－Ⅲ型受信器」「ＤＧＯ―２０１型受信器」を混在してご使用されている場合、

お客様校正順序運用方法により下記の様にＣＨ設定を編集お願いします。 

・ 各受信器を同時に校正スタートする場合  

ＤＧＯ－２０１・・・ＣＨ.Ｎｏ.２６ １又は２として下さい。 

ＤＧＯ－Ⅲ  ・・・ＣＨ.Ｎｏ.２６ ＯＦＦとして下さい。 

  ＣＨ.Ｎｏ.２７は、同一フロー条件で各受信器設定を同じとして下さい。 

    また、「ＤＧＯ－２０１受信器」 ＣＨ.Ｎｏ.１０の校正時間の設定値を「ＤＧＯ－Ⅲ型 

受信器」より、５秒長い設定値として下さい。 

 

・ 個々の受信器を順次校正スタートする場合  

ＤＧＯ－２０１・・・ＣＨ.Ｎｏ.２６ ＯＦＦとして下さい。 

ＤＧＯ－Ⅲ  ・・・ＣＨ.Ｎｏ.２６ ＯＮとして下さい。 

       注意）校正実施中には、他の受信器での校正操作をしないで下さい。 
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① 手動校正（個別校正／一括校正）のキー操作と動作 

ＫＥＹ

操作 

ＤＩＳＰＬＡＹ 
動作内容 備考 

ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

ＣＡＬ 

１ 

OR 

(2) 

OR 

(3) 

OR 

(4) 

ＥＮＴ 

１０ 

Ｃ１ 

Ｃ２ 

Ｃ３ 

Ｃ０ 

０１ 

 

０１ 

 

 

 

０Ａ 

 

１ch Ｏ２表示 

 

 

 

平均値Ｏ２表示 

No.1センサの校正開始 

No.1校正エア実施中 

No.1校正ゼロ実施中 

No.1校正スパン実施中 

リカバリタイム中 

校正終了 

個別手動校正のキー操作 

 

(いずれか１つのセンサを

校正する時の操作です。) 

 

（注） 

本操作はＭＡＩＮＴＥモ

ードで操作可能です。 

ＣＡＬ 

0 

ＥＮＴ 

１０ 

Ｃ１ 

Ｃ２ 

Ｃ０ 

Ｃ１ 

 

Ｃ０ 

 

Ｃ１ 

 

Ｃ０ 

 

０１ 

 

０１ 

 

 

０２ 

 

０３ 

 

０４ 

 

０４ 

 

０Ａ 

 

１ch Ｏ２表示 

 

 

２ch Ｏ２表示 

 

３ch Ｏ２表示 

 

４ch Ｏ２表示 

 

４ch Ｏ２表示 

 

平均値Ｏ２表示 

NO.1センサの校正が開始 

NO.1校正エアの実施中 

NO.1校正ゼロ実施中 

NO.1リカバリタイム中 

NO.2校正エア実施中 

 

NO.3リカバリタイム中 

 

NO.4校正エア実施中 

 

NO.4リカバリタイム中 

 

校正終了 

一括手動校正のキー操作 

 

（No.1～No.4 までの全て

のセンサを連続して校正

する時の操作です。） 

 

3 点校正の場合、上の例と

同様にスパン校正も実施

されます。 

 

自動校正の場合の処理動

作も同じ内容で設定周期

毎に実施されます。 

 

 

（注） 

本操作はＭＡＩＮＴＥモ

ードで操作可能です。 
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② 校正動作タイムチャート（２点校正） 

 

自動校正周期ﾀｲﾑﾁｬｰﾄ 

 

ＣＡＬ．Ｎｏ.１ ＲＹ 

ＣＡＬ．Ｎｏ.２ ＲＹ 

ＣＡＬ．Ｎｏ.３ ＲＹ 

ＣＡＬ．Ｎｏ.４ ＲＹ 

ＣＡＬ．ＡＩＲ ＲＹ 

ＣＡＬ．ＺＥＲＯ ＲＹ 

リカバリータイム 

 

（注）1.自動校正周期タイマを外部設置する場合、外部タイマのトリガにより校正が開始されます。 

   2.キー操作による個別手動校正も、同様なタイミング No.1～No.4センサのいずれかが校正されます。 

   3.CH.No.26が OFF設定；異常・除外時も、対応するセンサの校正はパスされます。 

    CH.No.26が１または２設定；異常・除外時も上記タイミングで動作します。（CH.No.26 が 1 の場合は CH.No.27 センサ選択のみ） 

4.パージ動作中に校正トリガーが発生した場合はパージ後校正スタートします。（手動校正は無効） 

15sec. 

CH10 設定値 15sec. 

CH5設定値 

5 
sec 

 
ﾘｶﾊﾞﾘ 

 
AIR CAL 

 
ZERO CAL 

5 
sec 

5 

sec 

5 

sec 

No.1 校正中 No.2 校正中 No.3 校正中 No.4 校正中 

MAINTE.RY ｵﾝ 

CH.004 の設定データ（××日××時間） 

②
校
正
動
作
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
（
２
点
校
正

 
CH.024 DATA OFF

の
時
）
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③ 校正動作タイムチャート（３点校正） 

 

自動校正周期ﾀｲﾑﾁｬｰﾄ 

 

ＣＡＬ．Ｎｏ.１ ＲＹ 

ＣＡＬ．Ｎｏ.２ ＲＹ 

ＣＡＬ．Ｎｏ.３ ＲＹ 

ＣＡＬ．Ｎｏ.４ ＲＹ 

ＣＡＬ．ＡＩＲ ＲＹ 

ＣＡＬ．ＺＥＲＯ ＲＹ 

ＣＡＬ．ＳＰＡＮ ＲＹ 

リカバリータイム 

 

（注）1.自動校正周期タイマを外部設置する場合、外部タイマのトリガにより校正が開始されます。 

   2.キー操作による個別手動校正も、同様なタイミング No.1～No.4センサのいずれかが校正されます。 

   3.CH.No.26が OFF設定；異常・除外時も、対応するセンサの校正はパスされます。 

    CH.No.26が１または２設定；異常・除外時も上記タイミングで動作します。（CH.No.26 が 1 の場合は CH.No.27 センサ選択のみ） 

   4.パージ動作中に校正トリガーが発生した場合はパージ後校正スタートします。（手動校正は無効）

15sec. 

CH10 設定値 15sec. 

CH5設定値 

5 
sec 

 
ﾘｶﾊﾞﾘ 

 
AIR CAL 

 
ZERO CAL 

5 
sec 

5 
sec 

No.1 校正中 No.2 校正中 No.3 校正中 No.4 校正中 

MAINTE.RY ｵﾝ 

CH.004 の設定データ（××日××時間） ③
校
正
動
作
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
（
３
点
校
正

 
CH.024 DATA ON

の
時
）
 

15sec. 

CH5設定値 

 
SPAN CAL 
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(5) パージ方法 

パージ動作には、手動パージ（手動スタート）と自動パージ（自動スタート）があります。 

・ 自動パージの場合、タイマにより設定周期毎に自動的にパージが実施されるため初期設定

（パージ周期パージ ON／OFF）する以外は、一切の操作が不要です。 

・ 手動パージの場合、以下に示すキー操作により自動的に各系統の電磁弁が切り替えられパ

ージが実施されます。（本操作は自動パージの周期とは、関係なく実施されます。） 

（注）パージ動作中は全てＭＡＩＮＴＥリレーがオンになります。 

   ＤＧＯ－Ⅲリプレース対応品にはパージ出力ポートがありませんので本機能は使用不

可です。 

① 手動パージ（個別パージ／一括パージ）のキー操作と動作 

ＫＥＹ

操作 

ＤＩＳＰＬＡＹ 
動作内容 備考 

ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

Ｐ 

１ 

OR 

(2) 

OR 

(3) 

OR 

(4) 

ＥＮＴ 

１０ 

Ｐ１ 

Ｐ２ 

 

Ｐ０ 

０１ 

 

０１ 

 

 

０１ 

０Ａ 

 

平均値Ｏ２表示 

 

 

 

平均値Ｏ２表示 

 

No.1パージ開始（ＯＮ） 

No.1パージ休止（ＯＦＦ） 

 

リカバリタイム中 

パージ終了 

個別手動ﾊﾟｰｼﾞのキー操作 

 

（いずれか１つのセンサ

をパージするときの操作

です。） 

 

（注） 

本操作はＭＡＩＮＴＥモ

ードで操作可能です。 

Ｐ 

0 

ＥＮＴ 

１０ 

Ｐ１ 

 

Ｐ２ 

Ｐ０ 

Ｐ１ 

 

Ｐ０ 

 

Ｐ１ 

Ｐ２ 

Ｐ０ 

 

０１ 

 

０１ 

 

 

 

０２ 

 

０３ 

 

０４ 

０４ 

０４ 

 

０Ａ 

 

平均値Ｏ２表示 

 

 

 

平均値Ｏ２表示 

 

平均値Ｏ２表示 

 

平均値Ｏ２表示 

平均値Ｏ２表示 

平均値Ｏ２表示 

 

平均値Ｏ２表示 

 

NO.1パージ開始（ＯＮ） 

 

NO.1パージ休止（ＯＦＦ）  

NO.1リカバリタイム中 

NO.2パージ開始（ＯＮ） 

 

NO.3リカバリタイム中 

 

NO.4パージ開始（ＯＮ） 

NO.4パージ休止（ＯＦＦ） 

NO.4リカバリタイム中 

 

パージ終了 

 

一括手動ﾊﾟｰｼﾞのキー操作 

 

（手動パージＢは No.1～

No.4 までの全てのセンサ

を連続してパージする時

の操作です。） 

 

 

 

 

自動パージの場合の処理

動作も同じ内容で設定周

期ごとに実施されます。 

 

 

 

（注） 

本操作はＭＡＩＮＴＥモ

ードで操作可能です。 
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② パージ動作タイムチャート 

 

自動パージ周期ﾀｲﾑﾁｬｰﾄ 

 

ＰＵＲＧＥ．Ｎｏ.１ ＲＹ 

ＰＵＲＧＥ．Ｎｏ.２ ＲＹ 

ＰＵＲＧＥ．Ｎｏ.３ ＲＹ 

ＰＵＲＧＥ．Ｎｏ.４ ＲＹ 

リカバリータイム 

 

（注）1.自動パージ周期タイマを外部設置する場合、外部タイマのトリガによりパージが開始されます。 

   2.キー操作による個別手動パージも、同様なタイミング No.1～No.4センサのいずれかがパージされます。 

   3.校正動作中にパージトリガーが発生した場合は校正後パージがスタートします。（手動校正は無効） 

   4.ＤＧＯ－Ⅲリプレース対応品にはパージ出力ポートがありませんので本機能は使用不可です。 

②
パ
ー
ジ
動
作
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

ON OFF ON OFF ON 

5 

sec 

No.1 パージ中 No.2 パージ中 

MAINTE.RY ｵﾝ 

CH.030 の設定データ（××日××時間） 

1 回  2 回  3 回 
パージ回数=3（CH31 設定値） 

No.3 パージ中 No.4 パージ中 

D
A
TA
 A
ON

の
時
 
自
動
パ
ー
ジ
・
手
動
パ
ー
ジ
・

R
EM

パ
ー
ジ
 

パ
ー
ジ
ス
イ
ッ
チ
 
C
H
.0
29

 
DA
TA
 
ON

の
時
 
 
手
動
パ
ー
ジ
・

RE
M
パ
ー
ジ
 

D
A
TA
 O
FF

の
時
 
R
EM

パ
ー
ジ
の
み
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５－４ ＰＲＧモード時のキー操作とディスプレイ表示 

ＭＡＩＮＴＥモードにてＣＨ．Ｎｏ．1～10の設定はＰＲＧモード同様、可能です。 

ＭＡＩＮＴＥモードにてデータ確認ができます。 

項  目 ＫＥＹ操作 
ＤＩＳＰＬＡＹ 

備  考 
ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

1.校正ガス濃度 

   エア設定 

 （20.90%） 

ＣＨ 

０１ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

２０.９０ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

０１ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

２０.９０ 

２０.９０ 

計装エア≒20.90%Ｏ２ 

大気エア≒20.60%Ｏ２ 

校正前に必ず確認願います。 

2.校正ガス濃度 

   ゼロ設定 

 （ex. 1.35%） 

ＣＨ 

０２ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

１.３５ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

０２ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

１.３５ 

１.３５ 

校正前に必ずＯ２濃度を確認

願います。 

3.校正ガス濃度 

  スパン設定 

 （ex. 9.68%） 

ＣＨ 

０３ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

９.６８ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

０３ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

９.６８ 

９.６８ 

校正前に必ずＯ２濃度を確認

願います。 

3点校正選択時のみ有効 

2点校正選択時は DATAは 0で

も可 

4.自動校正 

  周期の設定 

（ex.20日，6時間） 

ＣＨ 

０４ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

２０.０６ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

０４ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

２０.０６ 

２０.０６ 

設定範囲 日；0～99日 

    時間；1～23時間 

Ｐ２８，２９の自動校正タイ

ムチャートを参照願います。 

5.校正時間の設定 

 （ｾﾞﾛ･ｽﾊﾟﾝｶﾞｽ）   

（ex.3分 00秒） 

ＣＨ 

０５ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

３.００ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

０５ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

３.００ 

３.００ 

設定範囲 分；0～99分 

     秒；1～59秒 

Ｐ２８，２９の自動校正タイ

ムチャートを参照願います。 

6.校正・パージ 

リカバリタイムの 

設定 

 （ｾﾞﾛ･ｽﾊﾟﾝｶﾞｽ）   

（ex.1分 00秒） 

ＣＨ 

０６ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

１.００ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

０６ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

１.００ 

１.００ 

設定範囲 分；0～99分 

     秒；1～59秒 

Ｐ２８，２９，３１の校正タ

イムチャート，パージタイム

チャートを参照願います。 

7.一次遅れ演算 

   時定数設定 

（ex.3秒） 

ＣＨ 

０７ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

３ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

０７ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

３ 

３ 

設定範囲 秒；0～99秒 
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項  目 ＫＥＹ操作 
ＤＩＳＰＬＡＹ 

備  考 
ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

8.ホールド値の設定 

 （プリセット１） 

 （ex. 100%） 

ＣＨ 

０８ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

１００ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

０８ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

１００ 

１００ 

（注）PRG ﾓｰﾄﾞ選択時、No.1～

No.4 および平均値Ｏ２全ての

電流出力がプリセット 1 のデ

ータでホールドされます。 

9.ホールド値の設定 

 （プリセット２） 

 （ex. 50%） 

ＣＨ 

０９ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

５０ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

０９ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

５０ 

５０ 

 

10.校正時間の設定 

 （エア） 

 （ex. 3分 00秒） 

ＣＨ 

１０ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

３.００ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

１０ 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

〃 

 

３.００ 

３.００ 

設定範囲 分；2～60分 

     秒；0～59秒 

11.Ｌｏｗレンジ 

  スパン設定 

 （ex. 5%） 

ＣＨ 

１１ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

５ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

１１ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

５ 

５ 

出荷時に各仕様に合わせ設

定するため、通常は変更する

必要はありません。 

12.Ｌｏｗレンジ 

  ゼロ設定 

 （ex. 0%） 

ＣＨ 

１２ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

０ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

１２ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

０ 

０ 

 

同  上 

13.Ｈｉｇｈレンジ 

  スパン設定 

 （ex. 25%） 

ＣＨ 

１３ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

２５ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

１３ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

２５ 

２５ 

 

同  上 

14.Ｈｉｇｈレンジ 

  ゼロ設定 

 （ex. 0%） 

ＣＨ 

１４ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

０ 

ＥＮＴ 

 

 

ＰＧ 

 

 

１４ 

 

 

既設定ﾃﾞｰﾀ 

 

０ 

０ 

 

同  上 

 

 

 

 

 

 



-35- 

 

項  目 ＫＥＹ操作 
ＤＩＳＰＬＡＹ 

備  考 
ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

15.センサ温度 
  低異常設定 
 （ex. 600℃） 

ＣＨ 
１５ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 
６００ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
１５ 

 
既設定ﾃﾞｰﾀ 

 
 

６００ 
６００ 

設定範囲：300～1000℃ 
工場出荷時は接続発信器設
定温度 ex.650℃に対して設
定します。通常は変更する必
要はありません。 

16.センサ温度 
  高異常設定 
 （ex. 700℃） 

ＣＨ 
１６ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 
７００ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
１６ 

 
既設定ﾃﾞｰﾀ 

 
 

７００ 
７００ 

 
同  上 

17.パージ異常 ＣＨ 
１７ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 
－１０ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
１７ 

 
既設定ﾃﾞｰﾀ 

 
 

－１０ 
－１０ 

設定範囲：‐50～0mV 
工場出荷時は接続発信器ｵﾌｾ
ｯﾄ値異常限度に合わせ設定
します。 
通常は変更する必要はあり
ません。 

18.ＷＥＴ／ＤＲＹ 
  演算切替え 

ＣＨ 
２１ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 
△ 

ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
２１ 

 
OFF(ON) 

〃 
 

ON(OFF) 
ON(OFF) 

DRY 演算をする時は“ＯＮ”
しない時は“ＯＦＦ”にしま
す。 
△▽キーでＯＮ／ＯＦＦが
交互に変わります。 

19.気体／固体、液体 
燃料切替え 

ＣＨ 
２２ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 

ON(OFF) 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
２２ 

 
OFF(ON) 

〃 
 

ON(OFF) 
ON(OFF) 

DRY 演算を使用する際は、燃
料が固体あるいは液体であ
れば“ＯＮ”気体燃料の時は
“ＯＦＦ”にします。 
△▽キーでＯＮ／ＯＦＦが
交互に変わります。 

20.自動校正 
  有／無 設定 

ＣＨ 
２３ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 

ON(OFF) 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
２３ 

 
OFF(ON) 

〃 
 

ON(OFF) 
ON(OFF) 

自動校正をする時はＯＮ”し
ない時は“ＯＦＦ”にします。 
△▽キーでＯＮ／ＯＦＦが
交互に変わります。 

21.校正 2点／3 点 
切替え 

ＣＨ 
２４ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 

ON(OFF) 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
２４ 

 
OFF(ON) 

〃 
 

ON(OFF) 
ON(OFF) 

エア／スパン／ゼロの 3点校
正をする時は、“ＯＮ”エア
／ゼロの 2点校正をする時は
“ＯＦＦ”にします。 
△▽キーでＯＮ／ＯＦＦが
交互に変わります。 

22.出力ホールド機能 
選択 

 （ex.  
ホールド 2選択) 

ＣＨ 
２５ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 

ON(1又 2) 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
２５ 

 
OFF(1又 2) 

〃 
 

2(1又 OFF) 
2(1又 OFF) 

ホールド１選択の場合 

 異常発生時･･･ﾌﾟﾘｾｯﾄ 1にて、 

 校正中･･･ﾌﾟﾘｾｯﾄ 2 にて、 

ホールド２選択の場合 

 異常発生時･･･ﾌﾟﾘｾｯﾄ 1にて、 

 校正中･･･校正開始直前の O2値にて 

ホールドＯＦＦ選択の場合 

異常発生時･･･発生直前の O2にて、 

 校正中･･･校正ガスに対応した O2値 

が出力される 

各々ホールドされます。 

△▽ｷｰで OFF･1･2 が変わります。 
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項  目 ＫＥＹ操作 
ＤＩＳＰＬＡＹ 

備  考 
ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

23.校正動作選択 ＣＨ 
２６ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 

ON(1又 2) 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
２６ 

 
OFF(1又 2) 

 
 

1又 2 (OFF) 
1又 2 (OFF) 

出荷時に各仕様に合わせ設定

するため、通常は変更する必要

はありません。 

OFF:測定していない系統をｽｷｯﾌﾟ 

 1：CH27 の選択したセンサのみ 

 2：CH27 の選択していないセンサ 

  も校正動作する。（４点） 

24.No.1～No.4 
センサ動作選択 

(ex.) No.1～No.3 ｵﾝ 
 No.4 ｵﾌ 

ＣＨ 
２７ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 

１１１０ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
２７ 

 
１１１１ 

 
 

１１１０ 
１１１０ 

ＤＡＴＡディスプレイ 
 

   １  １  １  ０ 
 

センサ No.1/No.2/No.3/No.4 

25.出力タイミング 
シフト 

ＣＨ 
２８ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 
３ 

ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
２８ 

 
既設定ﾃﾞｰﾀ 

 
 
３ 

０００３ 

通常、3秒を設定します。 
設定範囲：０～３０秒 
 
(注).CH 99 の異常表示遅延 

時間中は直前値ﾎｰﾙﾄﾞ 
です。 

26.パージスイッチ 
 
DGO-Ⅲﾘﾌﾟﾚｰｽ対応品は
出力ﾎﾟｰﾄが無いため 
使用不可です。 

ＣＨ 
２９ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 
AON/ON 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
２９ 

 
OFF/ON/AON 

 
 

AON/ON/OFF 
AON/ON/OFF 

出荷時に各仕様に合わせ設
定するため、通常は変更する
必要はありません。 
OFF:①外部入力のみﾊﾟｰｼﾞ機能有 

ON :②手動ﾊﾟｰｼﾞ機能有＋① 

AON:ﾀｲﾏ自動ﾊﾟｰｼﾞ機能有＋② 

27.自動パージ 
  周期の設定 
(ex.10日、6時間) 

ＣＨ 
３０ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 

１０．０ 
６ 

ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
３０ 

 
既設定ﾃﾞｰﾀ 

 
 

１０.００ 
１０.０６ 

設定範囲： 日；0～99日 
     時間；0～23時間 
 
Ｐ３２のパージタイム 
チャートを参照願います。 

28. パージ回数 
 （ex.5回） 

ＣＨ 
３１ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 
５ 

ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
３１ 

 
既設定ﾃﾞｰﾀ 

 
 
５ 

０００５ 

設定範囲：回；1～99回 
 
Ｐ３２のパージタイム 
チャートを参照願います。 

29. ﾊﾟｰｼﾞ ON時間の 
  設定 
 （ex.10秒） 

ＣＨ 
３２ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 
１０ 
ＥＮＴ 

 
 

ＰＧ 

 
 

３２ 

 
 

既設定ﾃﾞｰﾀ 
 

１０ 
１０ 

設定範囲：秒；1～99秒 
 
Ｐ３２のパージタイム 
チャートを参照願います。 

30. パージ OFF時間の 
  設定 
 （ex.10秒） 

ＣＨ 
３３ 

ＤＡＴＡ 
△▽ 
１０ 
ＥＮＴ 

 
 

ＰＧ 

 
 

３３ 

 
 

既設定ﾃﾞｰﾀ 
 

１０ 
１０ 

設定範囲：秒；1～99秒 
 
Ｐ３２のパージタイム 
チャートを参照願います。 
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項  目 各成分 ＫＥＹ操作 
ＤＩＳＰＬＡＹ 

備  考 
ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

31.気体燃料中の 
  各成分の設定 

ＣＯ２ 
(ex.1Vo1%) 

ＣＨ３４ 
ＤＡＴＡ 
△▽→１ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
３４ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

１ 
１ 

ＤＲＹ演算ＯＮ及び

固体／液体燃料ＯＦ

Ｆの時設定が必要と

なります。 

 ＣＯ 
(ex.1Vo1%) 

ＣＨ３５ 
ＤＡＴＡ 
△▽→１ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
３５ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

１ 
１ 

 
同  上 

 Ｈ２ 
(ex.1Vo1%) 

ＣＨ３６ 
ＤＡＴＡ 
△▽→１ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
３６ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

１ 
１ 

 
同  上 

 ＣＨ４ 
(ex.80Vo1%) 

ＣＨ３７ 
ＤＡＴＡ 
△▽→８０ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
３７ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 
８０ 
８０ 

 
同  上 

 Ｃ２Ｈ６ 
(ex.10Vo1%) 

ＣＨ３８ 
ＤＡＴＡ 
△▽→１０ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
３８ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 
１０ 
１０ 

 
同  上 

 Ｃ３Ｈ８ 
(ex.2Vo1%) 

ＣＨ３９ 
ＤＡＴＡ 
△▽→２ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
３９ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

２ 
２ 

 
同  上 

 Ｃ４Ｈ１０ 
(ex.1Vo1%) 

ＣＨ４０ 
ＤＡＴＡ 
△▽→１ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
４０ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

１ 
１ 

 
同  上 

 Ｃ５Ｈ１２ 
(ex.1Vo1%) 

ＣＨ４１ 
ＤＡＴＡ 
△▽→１ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
４１ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

１ 
１ 

 
同  上 

 Ｎ２ 
(ex.1Vo1%) 

ＣＨ４２ 
ＤＡＴＡ 
△▽→１ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
４２ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

１ 
１ 

 
同  上 

 Ｏ２ 
(ex.1Vo1%) 

ＣＨ４３ 
ＤＡＴＡ 
△▽→１ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
４３ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

１ 
１ 

 
同  上 

 Ｈ２Ｏ 
(ex.1Vo1%) 

ＣＨ４４ 
ＤＡＴＡ 
△▽→１ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
４４ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

１ 
１ 

 
同  上 
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項  目 各成分 ＫＥＹ操作 
ＤＩＳＰＬＡＹ 

備  考 
ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

32.固体／液体 
燃料中の 
各成分の設定 

Ｃ 
(ex.80wt%) 

ＣＨ４５ 
ＤＡＴＡ 
△▽→８０ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
４５ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 
８０ 
８０ 

ＤＲＹ演算ＯＮ、固体

／液体燃料ＯＮの時、

設定が必要となりま

す。 

 Ｈ 
(ex.10wt%) 

ＣＨ４６ 
ＤＡＴＡ 
△▽→１０ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
４６ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 
１０ 
１０ 

 
同  上 

 Ｓ 
(ex.2wt%) 

ＣＨ４７ 
ＤＡＴＡ 
△▽→２ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
４７ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

２ 
２ 

 
同  上 

 Ｎ 
(ex.2wt%) 

ＣＨ４８ 
ＤＡＴＡ 
△▽→２ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
４８ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

２ 
２ 

 
同  上 

 Ｈ２Ｏ 
(ex.2wt%) 

ＣＨ４９ 
ＤＡＴＡ 
△▽→２ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
４９ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

２ 
２ 

 
同  上 

 Ｏ 
(ex.2wt%) 

ＣＨ５０ 
ＤＡＴＡ 
△▽→２ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
５０ 

 
既設ﾃﾞｰﾀ 

２ 
２ 

 
同  上 
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項  目 ＫＥＹ操作 
ＤＩＳＰＬＡＹ 

備  考 
ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

33.温調Ｐ定数の設定 
 （ex.20%） 

ＣＨ５１ 
ＤＡＴＡ 
△▽ 
２０ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
５１ 

 
既定値ﾃﾞｰﾀ 

 
２０ 
２０ 

工場出荷時は 20%に設定して
います。 
設定範囲：０～１００％ 
通常、変更する必要はありま
せん。 

34.温調Ｉ定数の設定 
 （ex.80%） 

ＣＨ５２ 
ＤＡＴＡ 
△▽ 
８０ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
５２ 

 
既定値ﾃﾞｰﾀ 

 
８０ 
８０ 

工場出荷時は 80 秒に設定し
ています。 
設定範囲：０～２０００秒 
通常、変更する必要はありま
せん。 

35.温調Ｄ定数の設定 
 （ex.0秒） 

ＣＨ５３ 
ＤＡＴＡ 
△▽ 
０ 

ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
５３ 

 
既定値ﾃﾞｰﾀ 

 
０ 
０ 

工場出荷時は 0秒に設定して
います。 
設定範囲：０～２０００秒 
通常、変更する必要はありま
せん。 

36.ﾋｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾙ 
  温度の設定 
 （ex.650℃） 

ＣＨ５５ 
ＤＡＴＡ 
△▽ 
６５０ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
５５ 

 
既定値ﾃﾞｰﾀ 

 
６５０ 
６５０ 

工場出荷時は接続発信器設
定温度 ex.650℃にしていま
す。 
設定範囲：５００～８００℃ 
通常、変更する必要はありま
せん。 

37.昇温異常時間 
の設定 

  （ex.10分） 

ＣＨ５６ 
ＤＡＴＡ 
△▽ 
１０ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
５６ 

 
既定値ﾃﾞｰﾀ 

 
１０ 
１０ 

工場出荷時は 10 分に設定し
ています。 
設定範囲：５～６０分 
通常、変更する必要はありま
せん。 

38.前回校正時の 
センサ起電力モニタ 
CH.No.61～72 

(ex.) 
No.1エアＥＭＦ:CH61 
No.4 ｽﾊﾟﾝＥＭＦ:CH72 

ＣＨ 
６１ 

ＰＧ ６１ センサ 
ＥＭＦ表示 

CH.No.を呼び出すと、前回校
正時のセンサ起電力が表示
されます。 

ＣＨ 
７２ 

ＰＧ ７２ センサ 
ＥＭＦ表示 

39.校正可能範囲 
（エア）の設定 
（ex.±10mV） 

ＣＨ７３ 
ＤＡＴＡ 
△▽ 
１０ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

 
７３ 

 
既定値ﾃﾞｰﾀ 

 
１０ 
１０ 

工場出荷時は、±10mVに設定
しています。 
設定範囲：±５～５０ｍＶ 
通常、変更する必要はありま
せん。 

40.校正可能範囲 
（ゼロ／スパン） 
の設定 

（ex.±30%） 

ＣＨ７４ 
ＣＨ７５ 
ＤＡＴＡ 
△▽ 
３０ 
ＥＮＴ 

 
ＰＧ 

ゼロ 
７４ 

 
スパン 
７５ 

 
既定値ﾃﾞｰﾀ 

 
３０ 
３０ 

工場出荷時は、±30%に設定
しています。 
設定範囲：±１５～５０％ 
通常、変更する必要はありま
せん。 
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項  目 ＫＥＹ操作 
ＤＩＳＰＬＡＹ 

備  考 
ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

41.校正直前の O２値 

  モニタ 

   CHNo.81～92 

ＣＨ８１ ＰＧ ８１ ｴｱ O2 No.1 

セ 

ン 

サ 

CH No.を呼び出すと、

校正直前の O2 値が表

示されます。 
 

ＣＨ８２ ＰＧ ８２ ｾﾞﾛｶﾞｽ O2 

ＣＨ８３ ＰＧ ８３ ｽﾊﾟﾝｶﾞｽ O2 

ＣＨ８４ ＰＧ ８４ ｴｱ O2 No.2 

セ 

ン 

サ 

ＣＨ８５ ＰＧ ８５ ｾﾞﾛｶﾞｽ O2 

ＣＨ８６ ＰＧ ８６ ｽﾊﾟﾝｶﾞｽ O2 

ＣＨ８７ ＰＧ ８７ ｴｱ O2 No.3 

セ 

ン 

サ 

ＣＨ８８ ＰＧ ８８ ｾﾞﾛｶﾞｽ O2 

ＣＨ８９ ＰＧ ８９ ｽﾊﾟﾝｶﾞｽ O2 

ＣＨ９０ ＰＧ ９０ ｴｱ O2 No.4 

セ 

ン 

サ 

ＣＨ９１ ＰＧ ９１ ｾﾞﾛｶﾞｽ O2 

ＣＨ９２ ＰＧ ９２ ｽﾊﾟﾝｶﾞｽ O2 

42.ＣＨ１００以降の 

許可スイッチ 
ＣＨ９３ ＰＧ ９３ ＊＊＊＊ 

ＣＨ１００以降はメーカー 

キーとなります。 

43.計器設定 ＣＨ９４ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

１ 

ＥＮＴ 

 

ＰＧ 

 

９４ 

 

既定値ﾃﾞｰﾀ 

 

１ 

１ 

マスター機は設定「１」 

(リプレース対応機は機能無) 

設定範囲：１～９ 

通常は変更する必要ありませ

ん。 

44.接続計器台数 

  (自機を含む全数) 

ＣＨ９５ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

１ 

ＥＮＴ 

 

ＰＧ 

 

９５ 

 

既定値ﾃﾞｰﾀ 

 

１ 

１ 

マスター機のみ有効 

(リプレース対応機は機能無) 

設定範囲：１～９ 

通常は変更する必要ありませ

ん。 

45.平均値出力選択 

 

 1:自機平均 

 2:全接続機器の平均 

 3:続機器平均の平均 

ＣＨ９６ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

１ 

ＥＮＴ 

 

ＰＧ 

 

９６ 

 

既定値ﾃﾞｰﾀ 

 

１ 

１ 

マスター機のみ有効 

(リプレース対応機は機能無) 

設定範囲：１～３ 

通常は変更する必要ありませ

ん。 

46.センサ異常 

検出起電力 

（ｅｘ．－20mV） 

ＣＨ９７ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

－２０ 

ＥＮＴ 

 

ＰＧ 

 

９７ 

 

既定値ﾃﾞｰﾀ 

 

－２０ 

－２０ 

工場出荷時は、－20mVに設定

してあります。通常は変更す

る必要はありませんが、セン

サの異常を早期検出する場合

に設定が変更できます。 

（設定値は協議） 

設定範囲：－５～－２０ｍＶ 

47.センサ異常 

検出感度 

（ｅｘ．100％） 

ＣＨ９７ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

１００ 

ＥＮＴ 

 

ＰＧ 

 

９８ 

 

既定値ﾃﾞｰﾀ 

 

１００ 

１００ 

工場出荷時は、１００％に設

定してあります。通常は変更

する必要はありませんが、セ

ンサの異常を早期検出する場

合に設定が変更できます。（設

定値は協議） 

設定範囲：１０～１００％ 

48.異常表示遅延時間 

 

ＣＨ９９ 

ＤＡＴＡ 

△▽ 

２ 

ＥＮＴ 

ＰＧ ９９  

既定値ﾃﾞｰﾀ 

 

２ 

０００２ 

通常、２秒を設定します。 

設定範囲：０～３０秒 

(注).ＣＨ 28の出力ﾀｲﾐﾝｸﾞｼﾌ

ﾄ時間より長い場合は出力信

号はホールド値になります 
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５－５ システムデータ設定エラー 

エラーコード 内容 

 

Ｅ－３３ 

Ｅ－３７ 

Ｅ－４０ 

Ｅ－４１ 

Ｅ－４２ 

Ｅ－４３ 

Ｅ－４５ 

Ｅ－４６ 

Ｅ－５４ 

 

校正エアガスＯ２濃度＞スパンガスＯ２濃度＞校正ゼロガスＯ２濃度の順でない。 

{校正時間×（校正点数）＋（校正リカバー）}×４が自動校正周期を超える。 

レンジＬのゼロ、スパンが１００％を超えるか、ゼロとスパンが同じ。 

レンジＨのゼロ、スパンが１００％を越えるか、ゼロとスパンが同じ。 

気体燃料の合計が１００%以上 

固体・液体燃料の合計が１００%以上 

センサ温度低異常がヒーター温度設定－２０℃より高い。 

センサ温度高異常がヒーター温度設定＋１０℃より低い。 

[（パージＯＮ時間＋パージＯＦＦ時間）×パージ回数＋パージリカバリー]×４

が自動パージ周期を超える。 

 

 

（注） 本エラーコードは、ＲＰＧモードからＭＥＡＳもしくはＭＡＩＮＴＥモードに切替えた時

表示されます。エラーコードが表示された場合、該当するチャンネル No.のデータを見直し、

再設定して下さい。 
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５－６ 異常表示と動作について 

（注）――ｂｌａｎｋ 

異常内容 
ＭＯＤＥ 

表示 

ＣＨ 

表示 
接点出力 電流出力 備  考 

1. 電源断異常 ―― ―― 
POWER DOWNN RY 

OFF 
0mA出力 

ディスプレイ・ＬＥＤ

全て消灯 

2. ＣＰＵ異常 ？？ ？？ CPU FAIL RY ON 予見不可 
通常リセットがかか

り再スタートする 

3. メモリ１異常 Ｅ－ １０ ANN1～4 RY ON 4mA 出力 
ROM・RAMの異常 

測定中止 

4. メモリ２異常 Ｅ－ １３ 〃 〃 
データ更新不可 

測定中止 

5. 熱電対異常 Ｅ１ 0(n) 
対応する  ANN 

RY ON 

対応する出力

がホールド 

(n)は1～4のいずれか

のセンサ番号を示す 

対応センサ測定中止、 

温調停止 

6. 昇温異常 Ｅ２ 0(n) 〃 〃 同  上 

7. センサ温度 

低異常 
Ｅ３ 0(n) 〃 〃 同  上 

8. センサ温度 

高異常 
Ｅ４ 0(n) 〃 〃 同  上 

9. センサ異常 Ｅ５ 0(n) 〃 〃 

(n)は1～4のいずれか

のセンサ番号を示す 

対応センサ測定中止、 

温調継続 

10.センサ早期 

  検出異常 
ＥＡ 0(n) 〃 〃 同  上 

11.エア校正異常 Ｅ６ 0(n) 〃 〃 同  上 

12.ゼロ・スパン 

校正異常 
Ｅ７ 0(n) 〃 〃 同  上 

13.パージ異常 Ｅ８ 0(n) ANN1～4 RY ON 〃 

パージ中のセンサ異

常（フィルタ詰まり） 

対応センサ測定中止、 

温調継続 

14.サーミスタ 

異常 
Ｅ９ 0A 〃 4mA出力 

サーミスタの断線、 

短絡対応センサ測定

中止、温調継続 

 



-43- 

  

① エラー保持；上記エラー表示の内、Ｅ１～Ｅ９はエラー表示が保持されます。したがって、異

常個所の点検・修復後、エラー表示を解除する必要があります。 

エラー解除は、ＭＥＡＳ.またはＭＡＩＮＴＥ.モードにおいて、ＣＬＲキー・Ｅ

ＮＴキーを押すことにより実施されます。 

（詳細は④項参照） 

 

② Ｅ１～Ｅ９およびスタートアップ中は対応する個別出力が、ホールドＯＮの時はプリセット値

ホールドＯＦＦの時は異常検知直前のＯ２値で出力をホールドします。 

平均値出力は昇温中、校正中、Ｅ１～Ｅ９の異常発生中および除外入力がＯＮになっているセ

ンサを除いた平均値を出力します。また、全てのセンサが上記条件にある時、4mA を出力しま

す。 

 

③ エラー表示の解除；Ｅ１～Ｅ９が発生した場合、異常個所の点検修復をした後、以下に示すエ

ラーリセット操作を実施して下さい。 

 

ＫＥＹ操作

手順 

ＤＩＳＰＬＡＹ 
備考 

ＭＯＤＥ ＣＨ ＤＡＴＡ 

ＣＬＲ 

ＥＮＴ 

Ｅ( ) 

 

ｃ１ 

 

０１ 

０( ) 

 

ｒ 

 

０Ａ 

平均値 02表示 

 

Ｅｒｒ 

 

平均値 O2表示 

エラーが表示されている 

 

「クリアエラー」が表示されます。 

 

エントリーキーを押すことにより

エラーが解除されます。 

異常状態が継続している場合、再

度エラーが表示されます。 

（注）受信器電源を再投入する場合、本操作は不要です。 
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６.トラブルシューティング 

 

(1) 各エラー表示発生時の点検項目と対応方法 

① ･･･････････････  Ｅ１ 熱電対異常 ･･･････････････････････････････ P45 

② ･･･････････････  Ｅ２ 昇温異常 ･････････････････････････････････ P46 

③ ･･･････････････  Ｅ３ 温度低異常 ･･･････････････････････････････ P47 

④ ･･･････････････  Ｅ４ 温度高異常 ･･･････････････････････････････ P48 

⑤ ･･･････････････ Ｅ５、ＥＡ センサ(早期検出)異常 ･････････････････････ P49 

⑥ ･･･････････････  Ｅ６ エア校正異常 ･･････････････････････････････ P51 

⑦ ･･･････････････  Ｅ７ ゼロ・スパン校正異常 ･･････････････････････ P51 

⑧ ･･･････････････  Ｅ８ パージ異常 ････････････････････････････････ P52 

⑨ ･･･････････････  Ｅ９ サーミスタ異常 ････････････････････････････ P52 

⑩ ･･･････････････  Ｅ１０ メモリ１異常 ･･････････････････････････････ P52 

 Ｅ１３ メモリ２異常 

  ？？ ＣＰＵ異常 

 

(2) 故障と対策 

① ･･･････････････ 電源を投入しても表示がでない ･･････････････････････ P53 

② ･･･････････････ 校正ガスを送入しても表示値が異常 ････････････････････ P54 

③ ･･･････････････ 校正ガスを送入して表示が脈動する ････････････････････ P55 

④ ･･･････････････ サンプルガス指示値が低い ････････････････････････････ P56 

⑤ ･･･････････････ サンプルガス指示値が 25%O2以上になる ････････････････ P57 

⑥ ･･･････････････ 指示値が他の計器に比べ高い（低い） ･･････････････････ P58 

⑦ ･･･････････････ 応答時間が極めて遅い ････････････････････････････････ P59 

⑧ ･･･････････････ 校正ガスが流れない ･･････････････････････････････････ P60 

⑨ ･･･････････････ 指示値（EMF・TEMP・表示）が全て振り切れる ････････････ P61 

⑩ ･･･････････････ 電流出力がゼロ、または振り切れたまま ･････････････････ P62 
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① Ｅ１ 熱電対異常 

(i) 受信器電源はオンのままにして（ヒータ電源スイッチをオフにする）、受信器熱電対端

子台をショートする。 

 受信器熱電対端子：K1+と K1-，K2+と K2-，K3+K3-，K4+K4- 

 ﾘﾌﾟﾚｰｽ対応品端子：No.1=5と 6，No.2=9 と 10，No.3=13と 14，No.4=17と 18 

この状態で、ＣＬＲキーＥＮＴキーを押しエラーリセットをします。このときＥ1の表

示が消えない場合、受信器内電子回路に異常があると考えられます。ショートすること

によりＥ１の表示が消える場合、熱電対側に異常があると考えられます。 

 

(ii) 熱電対側の点検 

プローブ発信器の端子台にて、対応するチャンネルの熱電対の配線を外し、導通チェッ

クを実施します。熱電対の導通がない場合（抵抗∞）、熱電対の断線と考えられます。

メーカーまで御連絡願います。 

導通がある場合、受信器－プローブ発信器間に接触不良等の異常個所があると考えられ

ます。 

点検・修理を実施願います。 
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② Ｅ２ 昇温異常 

(i) ヒータ抵抗の確認（端子 No.○－○は納入図を参照下さい） 

Ｅ２異常の発生したプローブ発信器のヒータスイッチをオフにします。 

分析装置盤外部接続の端子台にて対応するプローブ発信器のヒータ配線（No.１○－○，

No.2 ○－○，No.3○－○，No.4○－○）を外しデジボル等によりヒータ抵抗を確認し

て下さい。※端子 No.は回路図にて確認して下さい。 

測定値が 10～30Ωの場合、（ⅱ）項以降を点検して下さい。 

測定値が 30Ω以上の場合、プローブ発信器側で同様にヒータ抵抗を測定して下さい。 

測定値が 10～20Ω程度であれば、盤とプローブ発信器間の配線において、配線圧着部

等に接触不良があると考えられます。配線の点検・修理を実施願います。 

測定値が 30Ω以上の場合、プローブ発信器のヒータ断線と考えられますのでメーカー

まで御連絡願います。 

 

(ii) ヒータ印加電圧の確認（端子 No.○－○は納入図を参照下さい） 

プローブ発信器および、盤内の配線を元の状態に戻し、ヒータスイッチをオンにします。 

受信器キー操作により（ＣＬＲキーに続きＥＮＴキーを押す）警報リセットをし、昇温

を再スタートさせます。 

分析装置盤外部接続端子台にて対応するプローブ発信器（No.1○－○，No.2 ○－○，

No.3○－○，No.4○－○）のヒータ電圧をデジボル等で測定して下さい。 

 昇温中は通常 約ＡＣ３０～４０Ｖ 

 温調時は ＡＣ２０～３０Ｖあります 

測定値が昇温中であっても、ＡＣ３０Ｖ以下である場合、電源ラインに異常があると考

えられます。元電源の電圧確認等を実施し、異常箇所の補修を実施して下さい。 

測定値が、上の正常時の範囲内にあっても、約 10 分以内で昇温が終了しない場合、受

信器の異常と考えられますのでメーカーまで御連絡願います。 

正常時 
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③ Ｅ３ 温度低異常 

(i) センサ温度の確認（異常発生後、継続して電源ＯＮの場合） 

キー操作により、対応するプローブ発信器のセンサ温度が何度であるか確認します。 

次に、ＣＬＲキー，ＥＮＴキーにより警報リセットを実施し、昇温が可能であるか確

認します。 

この時、センサ温度が常温もしくはサンプルガス温度程度で昇温しない場合、ヒータ

断線の可能性がある為（ⅱ）項に従いヒータ抵抗の確認を行って下さい。 

 

(ii) ヒータ抵抗の確認（端子 No.○－○は納入図を参照下さい） 

対応するプローブ発信器のヒータ電源スイッチをオフにして分析装置盤外部接続端

子台（No.1○－○，No.2 ○－○，No.3○－○，No.4○－○）の配線をはずし、各配

線間の抵抗（ヒータ抵抗）をデジボル等で測定して下さい。通常ヒータ抵抗は 15Ω～

30Ω程度です。ヒータ抵抗が無限大の場合、発信器側のヒータ端子台でヒータ抵抗を

測定して下さい。この時、ヒータ抵抗が 10Ω～20Ωであれば、発信器－受信器間のヒ

ータ用ケーブルに断線等の異常がある為、ケーブル交換等の補修を行って下さい。発

信器側で測定してもヒータ抵抗が無限大の場合、ヒータが断線していますのでヒータ

交換が必要となります。 

 

(iii) （ⅰ）（ⅱ）項を確認しても異常がない場合 

配線を通常の状態に戻しヒータ電源スイッチを再投入して、受信器パネル面上のＣＬ

Ｒキー及びＥＮＴキーを押し、再度、昇温を開始して下さい。 

熱電対起電力の測定 

受信器端子台にて、デジボルにより熱電対の起電力を測定して下さい。 

 受信器熱電対端子：K1+と K1-，K2+と K2-，K3+K3-，K4+K4- 

ﾘﾌﾟﾚｰｽ対応品端子：No.1=5と 6，No.2=9と 10，No.3=13と 14，No.4=17と 18 

この測定値に対応する温度を換算表（添付資料）により求め、受信器の温度表示値と

比較して下さい。 

デジボルの測定値と表示値が異なる場合ヒータ電源スイッチはオフにして下さい。 

受信器内部回路に異常があると考えられるため、メーカーまで御連絡願います。 
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④ Ｅ４ 温度高異常 

(i) 電源電圧の確認 

分析装置盤外部接続端子台にて対応するプローブ発信器のヒータの電圧がＡＣ３５

Ｖ±１０Ｖ以内にあるかデジボル等で確認して下さい。 

ＡＣ３５Ｖ±１０Ｖ以内にない場合、供給電源側の点検、修理を行って下さい。 

 

(ii) 対応するプローブ発信器のセンサ温度が何度であるがキー操作により確認して下さ

い。 

 

(iii) 表示されたセンサ温度が何度であるかメモし、またその指示の様子を確認（ふらつき

具合）して下さい。 

 

(iv) 熱電対起電力の測定 

受信器端子台にて、デジボルにより熱電対の起電力を測定して下さい。 

 受信器熱電対端子：K1+と K1-，K2+と K2-，K3+K3-，K4+K4- 

ﾘﾌﾟﾚｰｽ対応品端子：No.1=5と 6，No.2=9と 10，No.3=13と 14，No.4=17と 18 

この測定値に対応する温度を換算表（添付資料）により求め、受信器の温度表示値と

比較して下さい。 

デジボルの測定値と表示値が異なる場合、ヒータ電源スイッチはオフにして下さい。 

受信器内部回路に異常があると考えられるため、メーカーまで御連絡願います。 
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⑤ Ｅ５、ＥＡ センサ（早期検出）異常 

(i) 受信器電源はオンのままで、受信器端子台で対応するプローブ発信器の Cell 入力を

ショートします。対応するセンサの EMF を表示させ表示値が-20mV 以下の場合、受信

器内電子回路に異常があると考えられます。 

ショートすることにより対応する EMF 表示が 0mVとなる場合、センサ側に異常がある

と考えられます。 

受信器熱電対端子：CELL1+と CELL1-，CELL2+と CELL2-，CELL3+と CELL3- 

         Cell4+と Cell4- 

ﾘﾌﾟﾚｰｽ対応品端子：No.1=3と 4，No.2=7と 8，No.3=11と 12，No.4=15と 16 

 

(ii) センサ側の点検 

発信器－受信器間のセンサ用ケーブルの導通確認 

対応するプローブ発信器端子台のセル配線をはずし、＋線と－線をショートします。 

受信器側で Cell入力の配線をはずし、ケーブルの導通チェックを行って下さい。 

ケーブル抵抗が数Ω以下の場合、センサ本体が劣化等により異常起電力を発生してい

ると考えられる為、センサ交換が必要となります。 

ケーブル抵抗が数Ω以上の場合、ケーブルの断線、接触不良等が考えられます。 

ケーブルラインの点検、修理を行って下さい。 

 

(iii) センサ抵抗の確認 

ヒータスイッチはオンのまま、センサ温度が（接続発信器設定温度 ex.650℃）である

ことを受信器で確認します。 

プローブ発信器端子台のセル配線（＋線と－線）をはずし（この時ヒータには AC 電

圧かかっているため注意すること。）デジボルによりプローブ発信器端子台の Cell＋

－－間のセンサ抵抗を測定する。（＋ － 極性を変えて 2度測定） 

測定値が約 50KΩの場合、プローブ発信器内部のリード線が断線しているものと考え

られ修理が必要となります。 

 

(iv) センサ異常とセンサ早期検出異常 

初期設定時は、センサ異常：Ｅ５の設定となっています。(CH97:-20mV、CH98:100%)

受信器には、センサ異常を早期検出する機能があり、CH97:異常センサ起電力と CH98:

センサ異常検出感度がそれぞれ設定できるようになっています。 

燃焼制御などでの運用によるセンサ異常を早期検出場合に有効な機能です。 

この機能をご使用（初期設定より変更された場合）の際は、センサ早期検出異常：ＥＡ

が表示されます。 

センサ早期検出機能の概要説明は、次ページを参照。 
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⑥ Ｅ６ エア校正異常 

(i) エア濃度設定値の確認 

CH.No.1にエア点Ｏ２濃度 20.6%(20.90%)が正しく設定されているか、確認して下さい。 

設定値が異なる場合正しくセットし取説に従い再度ガス校正を実施して下さい。 

 

(ii) センサ起電力の確認  

① ガス校正時のセンサ起電力の確認 

ガス校正の際、エア導入時のセンサ起電力をキー操作により確認して下さい。 

センサ起電力が-10mV～+10mV範囲内であればガス校正は正常にできます。 

② ①項でセンサ起電力が-10mV～+10mV外の時、受信器端子台のセンサ入力電圧をデジボ

ル等で測定して下さい。 

受信器のセンサ起電力表示と測定電圧値が異なる場合、受信器内の電子回路に異常が

あると考えられます。 

一致している場合、発信器側に異常が予想されるため、(2)－②項に従い点検して下

さい。 

 

⑦ Ｅ７ ゼロ・スパンガス校正異常 

(i) ゼロ・スパンガス濃度設定値の確認 

ゼロガス及びスパンガス用標準ボンベのガス濃度値を確認し、。ＰＲＧモードにより

CH.No.2,3 にゼロガス及び、スパンガス濃度の設定値が正しくセットされているか確

認して下さい。設定値が異なる場合は正しくセットし直して、再度 P28に従い対応す

るプローブ発信器の校正を実施して下さい。 

(ii) センサ起電力の確認 

① (ⅰ)項によりガス校正を実施する時センサ起電力が何ｍＶであるか確認して下さい。

ゼロガス、及びスパンガス導入時のセンサ起電力を確認して下さい。 

センサ起電力がセンサ起電力の±30%以内にある場合、ガス校正は可能です。 

② ①項でセンサ起電力が±30％外の時、受信器端子台のセンサ入力電圧をデジボル等で

測定して下さい。 

受信器のセンサ起電力表示と測定電圧値が異なる場合、受信器内の電子回路に異常が

あると思われます。 

一致している場合、発信器側に異常が予想されるため、P49⑤(ⅱ)を点検して下さい。 
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⑧ Ｅ８ パージ異常 

(i) パージ中のセンサ異常「Ｅ５ センサ異常（ⅰ）」を確認して下さい。 

(ii) センサ側の点検 

パージ中のセンサフィルタの目詰まりが考えられます。 

フィルタの交換が必要となります。 

 

⑨ Ｅ９ サーミスタ異常 

サーミスタの断線又は短絡が考えられます。 

サーミスタの抵抗値を測定願います。 

（標準品：Ｐ７端子台配列 図内「Ｃ.Ｊ±」の部品がサーミスタになります） 

（DGO-Ⅲﾘﾌﾟﾚｰｽ対応品：Ｐ９端子台配列 図内「Ｃ.Ｊ±」の部品がサーミスタになります） 

抵抗値測定はサーミスタ+側端子を外しサーミスタ単体の値を確認します。 

約３ＫΩ～５０ＫΩであれば正常です。 

 

⑩ Ｅ１０ メモリ１異常（メモリＩＣ異常） 

Ｅ１３ メモリ２異常（ＥＥＰＲＯＭ動作異常） 

？？  ＣＰＵ異常 

 

上に示すエラー表示は、受信器内部、ディジタル回路に異常が生じた場合表示されます。 

ただし、瞬間的なノイズの浸入等により、発生することも考えられるため、異常が発生した

場合受信器の電源スイッチを一旦オフとし、再投入して下さい。この操作により正常となる

場合外部ノイズにより発生したものと考えられます。ノイズ対策等を検討願います。電源を

再投入しても正常に復帰しない場合、受信器内部に異常があると考えられるため、メーカー

まで御連絡願います。 
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(2) 故障と対策 

① 電源を投入しても表示がでない。 

電源投入 

電源 AC100V
あるか 

 
POWERスイッ 

チ ONか(盤パネル面 
スイッチ) 

Yes 

No 

 

Yes 

ヒューズは 
切れているか 

DC電源回路修理 or 

プリント基板交換要 

Yes 

元電源投入 

No POWERスイッチ ON 

Yes ヒューズ交換 
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② 校正ガスを送入しても表示値が異常。 

指示値が異常 

指示校正 
できるか 

 
端子台(センサ 

起電力)入力値と表示値
一致しているか 

Yes 

No  
３－５ 

L/minに設定 
できるか 

検出セル不良交換 

No 

校正ガスを流す 

No 入力回路点検修理要 

Yes リーク部の修理 

Yes 

 校正ガス配管に 
リークがあるか 

No 

弁の詰まり故障等点検要 

 
配線･CELL ﾘｰﾄﾞ線の 

接触不良か 

(配線抵抗測定約 1000Ω以上か) 

No 

Yes 再校正実施 

Yes 修 理 
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③ 校正ガスを送入して表示が脈動する。 

指示値ガスを流す 

 
センサ 

起電力は安定 
しているか 

No 

内部回路異常 

点検・修理要 

No 校正ガス経路リークがあるか点検 

Yes 

入力回路点検・修理要 

Yes 

 
受信器 

起電力表示値は安定 
しているか 
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④ サンプルガス指示値が低い。 

指示値が低い 

 
モリコート 

(ネジ部)焼結防止剤を
塗布した直後か 

Yes 

内部回路 

点検修理要 

Yes 
モリコートの燃焼によりＯ２が

低いため２・３時間エージング

が必要となります。 

No 

No 

 校正ガス送入後、 
表示値は校正ガス O2濃度

前後にあるか 

Yes 

No 

 Cell 入力端子部 
電圧と表示起電力は一致

しているか 

 ガス校正は 
可能か 

 
出力信号は 

指示値に見合った
値か 

No 

Yes 校正実施 

センサ交換要 

出力信号調整要 No 

Yes 
サンプルガス中の可燃性ガス

に起因するもので正常 
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⑤ サンプルガス指示値が２５％Ｏ２以上になる。 

指示値２５Ｏ２Ｖｏ１％になる 

 Yes 

入力回路 

点検修理要 

No 

Yes 

No 

 Cell 入力端子部 
電圧と表示起電力は一致

しているか 

 ガス校正は 
可能か 

 
出力信号は 

指示値に見合った
値か 

No 

Yes ガス校正の実施 

センサ等 

プローブ発信器

点検・修理要 

Yes 

No 
出力回路の異常 

再調製ｏｒ修理要 

校正ガス導入後、 
表示値は校正ガス濃度 

前後にあるか 

サンプルガス中の

ガスに起因するも

ので正常 
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⑥ 指示値が他の計器に比べ高い（低い）。 

指示値が異常 

 No 

サンプリング位置

深さを合わせて 

再度指示比較 

Yes 

No 

Yes 

 
基準エアは 
約３  /min 

流れているか 

 
校正ガス 

での指示値は 
正常か 

No ガス校正実施 
指示校正は 

行われているか 

 サンプルガス応答
時間は遅くないか 

No 

基準エア流量調節 

次項参照 

Yes 
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⑦ 応答時間が極めて遅い。 

校正ガスを流す 

 No 

検出セル交換 

時期判定要 

Yes 

Yes 

No 

 
校正ガスに 

おける検出セルの 
応答はよいか 

校正ガスは 
流れるか 

 
校正ガス 

経路にリークが 
あるか 

Yes 

フィルタの目詰まり 

サンプルガス経路の目詰まり 

リーク箇所修理要 

No 

詰まり等の点検・修理要 
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⑧ 校正ガスが流れない。 

校正ガスが流れない 

 No 

発信器校正ガス 

管にリーク有り 

点検・修理要 

Yes 

No 

No 

 
校正ガス 

流量計に流量指示
は出るか 

校正ガス 
ボンベに残圧は 

あるか 

 ２～５ /min 
まで流れるか 

No 
校正ガス流量計～ 

発信器間配管リーク有 

点検・修理要 

リーク手直し 

Yes 

校正ガスボンベ交換 

 

ボンベ～ 
校正ガス流量計 

間の配管、流量計 
にリークは 

ないか 

No 

Yes 

Yes 

 

Ｏ２計 
表示値は校正 
ガスＯ２濃度を 

示すか 

配管、流量計に

詰まりがある。 

掃除要 

No 
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⑨ 指示値（ＥＭＦ・ＴＥＭＰ・表示）が全て振り切れる。 

指示値が振り切れる 

No 

外部配線、あるいはプローブ

発信器側に異常あり。 

点検・修理要 

No 

No 

 
端子台 

（ｾﾝｻ EMF熱電対） 
入力値と表示値が 
一致しているか 

Yes 

入力回路 

点検・修理要 

 

端子台 
（ｾﾝｻ EMF 熱電対） 
それぞれの(+)(-)を 

ショートした時、表示
(EMF=0,TEMP=周囲 

温度℃)と 
なるか 

入力回路 

点検・修理要 
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⑩ 電流出力が、ゼロまたは振り切れたまま。 

 

 出力が異常 

No 

外部配線、あるいは外部変換

器・記録計等の異常と思われ

ます。 点検・修理要 

No 

Yes 

 
個別・平均値 

Ｏ２濃度が使用レンジ
範囲内の表示となって

いるか 

Yes 

Ｐ５１を点検要 

 
受信器出力 

端子台でデジタル 
マルチメータにより測定

した電流値は正常で 
あるか 

出力回路 

点検・修理要 

 
校正ガスを 

送入した時、指示値は
ガス濃度に近い値で 

あるか 

No 

Yes 
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 チャンネルデータ一覧表 （初期値は納入仕様により異なる場合があります。） 
CH 内 容 初期値 範囲 備考 設定値 

001 校正エアガス濃度 20.90 1.00～100.00 [％]  

002 校正ゼロガス濃度 1.500 0.001～25.000 [％]  

003 校正スパンガス濃度 9.50 0.01～100.00 [％]  

004 自動校正周期 10D00H 00D01H～99D23H 日時  

005 校正時間 03M00S 01M00S～99M59S 分秒  

006 校正、パージ リカバリタイム 01M00S 00M00S～99M59S 分秒  

007 一次遅れ時定数 1 0～99 [秒]  

008 ホールドデータ（ﾌﾟﾘｾｯﾄ 1） 0.0 0.0～100.0 [％]  

009 ホールドデータ（ﾌﾟﾘｾｯﾄ 2） 0.0 0.0～100.0 [％]  

010 校正時間（エア導入時間） 03M00S 01M00S～99M59S 分秒  

011 ＬＯＷレンジスパン 5.00 0.00～100.00 [％]  

012 ＬＯＷレンジゼロ 0.00 0.00～100.00 [％]  

013 ＨＩＧＨレンジスパン 25.0 0.00～100.00 [％]  

014 ＨＩＧＨレンジゼロ 0.00 0.00～100.00 [％]  

015 センサ温度低異常 600 300～1000 [℃]  

016 センサ温度高異常 700 300～1000 [℃]  

017 パージ異常 -10 -50～0 [ｍＶ]  

018 － － － －  

019 － － － －  

020 － － － －  

021 ドライ演算スイッチ OFF ON/OFF ON でドライ演算をする  

022 気体／固体・液体燃料スイッチ OFF ON/OFF ON で固定・液体燃料  

023 自動校正スイッチ OFF ON/OFF ON でタイマー校正をする  

024 ３点校正スイッチ ON ON/OFF ON で 3 点校正をする  

025 出力ホールドスイッチ OFF OFF/1/2 OFF/ホールド 1/ホールド 2  

026 校正動作選択スイッチ OFF 1/2/OFF OFF で測定していないﾁｬﾝﾈﾙ

をｽｷｯﾌﾟ及びｲﾝﾀｰﾛｯｸ。 

1 で CH27 のｾﾝｻのみ動作。 

2 で 4 点全て動作。 

 

027 No.1～No.4 センサ選択スイッチ 1111 0000～1111 MSB がｾﾝｻｰ No.1  

028 出力タイミングシフト 3 0～30 [秒]  

029 パージスイッチ OFF ON/OFF/AON OFFで外部入力のみ、ON 手動も

可能、AONでさらにﾀｲﾏｰも可 
 

030 自動パージ周期 07D00H 00D01H～99D23H 日時  

031 パージ回数 5 1～99 回  

032 パージＯＮ時間 10 1～99 [秒]  

033 パージＯＦＦ時間 10 1～99 [秒]  

034 気体燃料中のＣＯ２成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

035 気体燃料中のＣＯ成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

036 気体燃料中のＨ２成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

037 気体燃料中のＣＨ４成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

038 気体燃料中のＣ２Ｈ６成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

039 気体燃料中のＣ３Ｈ８成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

040 気体燃料中のＣ４Ｈ１０成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

041 気体燃料中のＣ５Ｈ１２成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

042 気体燃料中のＮ２成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

043 気体燃料中のＯ２成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

044 気体燃料中のＨ２Ｏ成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

045 固定・液体燃料中のＣ成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

046 固定・液体燃料中のＨ成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

047 固定・液体燃料中のＳ成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

048 固定・液体燃料中のＮ成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

049 固定・液体燃料中のＨ２Ｏ成分 0.00 0.00～100.00 [％]  

050 固定・液体燃料中のＯ成分 0.00 0.00～100.00 [％]  
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CH 内容 初期値 範囲 備考 設定値 

051 温調Ｐ定数の設定 20.0 0.0～100.0 [％]  

052 温調Ｉ定数の設定 80.0 0～2000 [秒]  

053 温調Ｄ定数の設定 0.0 0～2000 [秒]  

054 － － － －  

055 ヒーター温度の設定 650 500～800 [℃]  

056 昇温異常時間の設定 10 5～60 [分]  

057 － － － －  

058 － － － －  

059 － － － －  

060 － － － －  

061 No.1ｾﾝｻｴｱ校正EMF 0.00 -50.00～150.00 [ｍＶ]  

062 No.1ｾﾝｻｾﾞﾛ校正EMF 52.10 -50.00～150.00 [ｍＶ]  

063 No.1ｾﾝｻｽﾊﾟﾝ校正EMF 15.39 -50.00～150.00 [ｍＶ]  

064 No.2ｾﾝｻｴｱ校正EMF 0.00 -50.00～150.00 [ｍＶ]  

065 No.2ｾﾝｻｾﾞﾛ校正EMF 52.10 -50.00～150.00 [ｍＶ]  

066 No.2ｾﾝｻｽﾊﾟﾝ校正EMF 15.39 -50.00～150.00 [ｍＶ]  

067 No.3ｾﾝｻｴｱ校正EMF 0.00 -50.00～150.00 [ｍＶ]  

068 No.3ｾﾝｻｾﾞﾛ校正EMF 52.10 -50.00～150.00 [ｍＶ]  

069 No.3ｾﾝｻｽﾊﾟﾝ校正EMF 15.39 -50.00～150.00 [ｍＶ]  

070 No.4ｾﾝｻｴｱ校正EMF 0.00 -50.00～150.00 [ｍＶ]  

071 No.4ｾﾝｻｾﾞﾛ校正EMF 52.10 -50.00～150.00 [ｍＶ]  

072 No.4ｾﾝｻｽﾊﾟﾝ校正EMF 15.39 -50.00～150.00 [ｍＶ]  

073 校正可能範囲（エア） 10.0 5.0～20.0 [ｍＶ]  

074 校正可能範囲（ゼロ） 30.0 15.0～50.0 [％]  

075 校正可能範囲（スパン） 30.0 15.0～50.0 [％]  

076 － － － －  

077 － － － －  

078 － － － －  

079 － － － －  

080 － － － －  

081 No.1ｾﾝｻｴｱ酸素濃度 20.60 0.00～200.00 [％]  

082 No.1ｾﾝｻｾﾞﾛ酸素濃度 1.500 0.000～50.000 [％]  

083 No.1ｾﾝｻｽﾊﾟﾝ酸素濃度 9.50 0.00～200.00 [％]  

084 No.2ｾﾝｻｴｱ酸素濃度 20.60 0.00～200.00 [％]  

085 No.2ｾﾝｻｾﾞﾛ酸素濃度 1.500 0.000～50.000 [％]  

086 No.2ｾﾝｻｽﾊﾟﾝ酸素濃度 9.50 0.00～200.00 [％]  

087 No.3ｾﾝｻｴｱ酸素濃度 20.60 0.00～200.00 [％]  

088 No.3ｾﾝｻｾﾞﾛ酸素濃度 1.500 0.000～50.000 [％]  

089 No.3ｾﾝｻｽﾊﾟﾝ酸素濃度 9.50 0.00～200.00 [％]  

090 No.4ｾﾝｻｴｱ酸素濃度 20.60 0.00～200.00 [％]  

091 No.4ｾﾝｻｾﾞﾛ酸素濃度 1.500 0.000～50.000 [％]  

092 No.4ｾﾝｻｽﾊﾟﾝ酸素濃度 9.50 0.00～200.00 [％]  

093 CH100以降許可スイッチ － ― ―  

094 機器設定 1 １～9 (１の時マスター)  

095 機器台数 1 １～9 (ﾏｽﾀｰ機のみ有効、自機を含む)  

096 平均値出力選択スイッチ 1 １～3 (ﾏｽﾀｰ機のみ有効)  

097 ｾﾝｻ異常検出起電力 －20 -20～-5 [ｍＶ]  

098 ｾﾝｻ異常検出感度 100 10～100 [％]  

099 異常表示遅延時間 2 1～30 [秒]  



 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本取扱説明書の記載内容は予告なく変更する場合があります。 
 

製品の取り扱いに関する問い合わせは、当社またはお買い求め先の代理店までご連絡ください。 
お問い合わせフォーム URL：https://www.energys.co.jp/inq/keisoku.php 
エナジーサポート株式会社 
〒484-8505 愛知県犬山市字上小針 1 番地 

https://www.energys.co.jp/inq/keisoku.php

